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                                                                                           １

１ ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰの概要 

      

国内ＩＥ／ＥＸ及び国際ＩＥ（以下、ＩＥ／ＥＸと記述）は、GXS ｅ－ｂｕｓｉｎｅｓｓインタ

ーチェンジ・サービスであり、通信相手の許可に基づいてメッセージ交換を行うことができます。 

 

各々のユーザーをＩＥ／ＥＸのメール・ボックスでは、 

顧客コード．ユーザーＩＤ 

の形式で区別します。 

 

図１－１．ＩＥ／ＥＸ ＦＴＰインターフェースの概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ＩＥ／ＥＸ Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｐｒｏｔｏｃｏｌインターフェース（以下ＴＣＰ／

ＩＰ－ＦＴＰと呼びます）は、標準のＦＴＰサーバーをエミュレートしています。ＲＦＣ９５９

に準じたＴＣＰ／ＩＰ ＦＴＰクライアントを使用することが必要です。また、インターネット

経由の場合は、ＳＳＬ Ｖ３．０対応のＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰソフトウェアが必要となります。 

      

ご利用になるお客様は、ＩＥ／ＥＸサービスが使用できるネットワークを経由して、ＴＣＰ／Ｉ

ＰプロトコルでＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに接続し、ＦＴＰクライアントを用いてＦＴＰコマンドを

送ってください。ＦＴＰクライアントは、制御用接続を介してＦＴＰのユーザー・コマンドをＴ

ＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに送り、ＦＴＰ応答を受け取ります。データ転送の際には、データ用接続を

オープンして実際にデータを送受信します。 

 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、ＦＴＰコマンドをＩＥ／ＥＸのＩＥコマンドに変換してＩＥ／ＥＸと

の処理を行います。ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを使用するとＩＥ／ＥＸのメール・ボックスのメッセ

ージに対して、あたかもリモートファイル・システムのファイルかのようにアクセスできます。 

 

 

  お客様       ネットワーク            IE/EX サービス 
 
           IE/EX Network 
 ＦＴＰ 
 クライアント 
 (RFC959) 
            制御用接続 
         FTPコマンド FTP応答 
 
           データ用接続 
            データ転送 
 ＦＴＰ 
 ユーザー 
 インターフェース 
 コマンド        TCP/IP 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
      
     IE 
     コマンド 
      
 

 

 
 
 
 
TCP/IP
-FTP 
 

 
IE/EX 

 

 
メール 
ボックス
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  ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、次の２点において標準のＦＴＰと異なります。 

      

①お客様がＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにログイン後、通信する相手をｃｄコマンドにより指定しま

す。 

②お客様がメッセージを受信した後ＩＥ／ＥＸはお客様のメール・ボックスから、そのメッセ

ージを削除します。 

     

（注）ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはＦＴＰプロトコルのみをサポートします。ｅ－ｍａｉｌ（ＳＭＴ

Ｐ）やｔｅｌｎｅｔはサポートしません。 
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２ ご使用にあたって 

 

  ２．１ ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを使用するための登録 

      

ＡＴ＆Ｔグローバル・サービス セキュアＩＰサービス経由で、ＩＥ／ＥＸをご利用になるため

には、セキュアＩＰサービスの登録が必要となります。この登録に関しては、ＩＥ／ＥＸのヘル

プ・デスクに申請を行ってください。 

 

次にＩＥ／ＥＸサービスの顧客コード、ユーザーＩＤ（又このユーザーＩＤに対するパスワード）

を取得してください。これでＩＥ／ＥＸサービスにログインできるようになります。この取得に

関してはＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクの案内に従ってください。パスワードについては初回変更

する必要があります。この時、ユーザーＩＤと同じパスワードは使用できませんのでご注意くだ

さい。パスワードとして使用できる文字規則の詳細については『＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書』をご

参照ください。又，パスワードは連続３回以上間違えた場合はリボーク(無効)されます。 

 

又、実際にメッセージ交換を行うためには、通信相手とのパートナー・リストの登録、同報通信

を行う場合はデリバリー・リストの登録、内包処理を行う場合はメッセージ処理の登録、又その

うちユーザー形式を使用するならユーザー形式定義の登録、別名の登録が必要になります。 

 

以降本文中に、網掛けされた箇所がでてきますが、それらはＩＥ／ＥＸのその機能を利用する上

でＩＥ／ＥＸに必要な登録をあらわします。登録についてはＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクの案内

に従ってください。 

 

  ２．２ ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのセッションの開始 

      

お客様のＦＴＰクライアントのプロンプトから、ｏｐｅｎコマンドによりＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴ 

Ｐとセッションを開始することができます。 

     

  一般的なコマンド例は以下の通りです。 

 

ｏｐｅｎ    ＦＴＰゲートウェイのＦＱＤＮ 
      

ＦＱＤＮ（Ｆｕｌｌｙ Ｑｕａｌｉｆｉｅｄ Ｄｏｍａｉｎ Ｎａｍｅ）は以下のように指定し

ます。 

 

＊＊＊＊．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ホスト名．ドメイン名 

 

  ＦＱＤＮは各サービスのご利用の手引きを参照してください。 
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  ２．３ ＩＥ／ＥＸへのログイン 

      

  お客様がＩＥ／ＥＸにログインするには、ｕｓｅｒコマンドを用います。 

      

  一般的なコマンド例は以下の通りです。 

 

ｕｓｅｒ    ａｃｃｏｕｎｔ．ｕｓｅｒｉｄ  ［ｐａｓｓｗｏｒｄ［／ｎｅｗｐａｓｓ］］ 
      

  パラメーターの意味は以下の通りです。 

ａｃｃｏｕｎｔ ：お客様を識別するＩＥ／ＥＸの顧客コードです。 
ｕｓｅｒｉｄ ：お客様固有のＩＥ／ＥＸのユーザーＩＤです。 

ｐａｓｓｗｏｒｄ：ｕｓｅｒｉｄに対するパスワードです。 
ｎｅｗｐａｓｓ ：現在のパスワードを変更したい場合の新しいパスワードです。 

      

このコマンドをＩＥ／ＥＸとのセッション中に入力した場合は、現在のＩＥ／ＥＸのセッション

は終了し、新しいセッションが開始されます。 

      

  ユーザーＩＤと同じパスワードは使用できません。パスワードに「／」（スラッシュ）は使用 

  できません。パスワードとして使用できる文字規則の詳細については『＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書』 

  をご参照ください。 

      

  顧客コード、ユーザーＩＤ、パスワードの組み合わせを３回続けて間違えると、リボーク(無効) 

  されます。この場合は、ＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクに連絡しパスワードを再設定してください。 

 

  ２．４ ＩＥ／ＥＸのパスワードの変更 

      

お客様はパスワードの変更をログイン時に（ｕｓｅｒコマンドを用いて）行うことができます。

又、セッション中にｐａｓｓコマンドを用いても変更できます。 

      

  一般的なコマンド例は以下の通りです。 

 

ｐａｓｓ    ｏｌｄｐａｓｓｗｏｒｄ／ｎｅｗｐａｓｓｗｏｒｄ 
      

ｏｌｄｐａｓｓｗｏｒｄ ： 現在のパスワード 
ｎｅｗｐａｓｓｗｏｒｄ ： 新しいパスワード 

      

ｕｓｅｒコマンドで新しいパスワードを指定してログインに失敗した場合、パスワード変更は不

成功です。ログインに成功した場合、ＦＴＰ応答によりパスワード変更の成功が確認できます。 
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  ２．５ ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのセッションの終了 

      

お客様はＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰのセッションをｂｙｅ又はｑｕｉｔコマンドにより終了すること

ができます。 

      

又、お客様のセッションは、ＦＴＰの制御用接続（ＦＴＰコマンドの入力、ＦＴＰ応答の出力）

が４分間アイドル状態であると切断されます。このアイドル・タイムアウトが発生すると、ＴＣ

Ｐ／ＩＰ－ＦＴＰは以下のＦＴＰ応答を出力し、ＦＴＰの制御用接続を切断します。 

 

      ４２１ Ｓｅｒｖｉｃｅ ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｅｄ － Ｔｉｍｅｄ ｏｕｔ． 

 

 

 

    例：セッションの開始と終了 
      

以下は、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを通してＩＥ／ＥＸとセッションを開始した後、すぐにセッショ

ンを終了した例です。 

 

以降本文中に、以下のような形式でＵＮＩＸをクライアントにしたセッション例がでてきますが、

桁や位置等は異なっていることがありますのでご注意ください。 

 

リスト２－１．セッションの開始と終了例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 ３ 

 

 

 ４ 

 

ftp> open x.x.x.x 

220 x.x.x.x IE-FTP server (v4r1m0.d) ready on system JPN. 

 

Name (x.x.x.x): IABC.IABC001 

331 Enter Password. 

 

Password: 

230 Ready. 

 

ftp> bye 

221 Goodbye.  Thank you for using EDI Services. 
     

１．ｏｐｅｎコマンドを出して、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに対してセッションを開始します。 

 

２．ＩＥ／ＥＸに対してログインします。ＩＥ／ＥＸの顧客コード、ユーザーＩＤを入力します。 

形式は、顧客コード．ユーザーＩＤです。 

 

３．パスワードを入力します。 

この例では、非表示のため表示されていません。 

 

４．セッションを終了させるためにｂｙｅコマンドを入力します。 

これは、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのＦＴＰセッションとＩＥ／ＥＸのセッションの両方を終

了させます。 
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３ ｃｄコマンドの使用方法 

 

  ３．１ コマンド形式 

      

ｃｄコマンドは、通常はファイル・システムを操作するのに用いるｃｈａｎｇｅ ｄｉｒｅｃｔ

ｏｒｙコマンドの省略形です。しかし、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにおいては、お客様がデータ交換

したい通信相手や受信したいメッセージの差出を特定するために使用します。 

      

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにおけるｃｄコマンドの使い方は、通信相手を特定するとともにメッセー

ジの識別も特定します。即ち、お客様が送信する時は、通信相手の宛先とメッセージを識別する

ためのメッセージ識別コードを指定します。 

 

お客様が受信する時は、差出者と差出者のどのメッセージを受信するかを識別するためのメッセ

ージ識別コードを指定します。 

     

（注意）一つのＦＴＰセッションでのｃｄコマンドの有効性は、次のｃｄコマンドが入力される

までです。 

      

ｃｄコマンドの形式は以下の通りです。 

 

ｃｄ    ［ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ］［／ｃｌａｓｓ］ 
 

パラメーターの意味は以下の通りです。 

      

①ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎの意味は次の通りです。 
 

・単一ユーザーの指定  “顧客コード．ユーザーＩＤ” 

（例：ｃｄ ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２） 

 

・ＥＤＩデータの送信 

“ｅｄｉ［（ａｌｉａｓｔａｂｌｅ）］” 

（注意）サポートされるＥＤＩのタイプはＥＤＩＦＡＣＴ、ＵＮＴＤＩ、Ｘ１２、

ＵＣＳです。 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、ＥＤＩタイプを自動的に判別し処理します。 

 

・ＥＤＩデータの送信 

“ｅｄｉｔｙｐｅ［（ａｌｉａｓｔａｂｌｅ）］” 

（注意）サポートされるＥＤＩのタイプはＥＤＩＦＡＣＴ、ＵＮＴＤＩ、Ｘ１２、

ＵＣＳです。 

お客様はＥＤＩデータをＩＥ／ＥＸに送信する場合、ニックネーム・テー

ブルを使用することができます。 

 

・ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰのサポート情報の照会及び入手 

“ｓｕｐｐｏｒｔ” 

（注意）このコマンドの後に、ｇｅｔ ｆｉｌｅｎａｍｅコマンドでサポート・フ
ァイルを受信できます。これに関しては「５．７ サポート・ファイル」

を参照してください。 
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・デリバリー・リストによる指定（同報通信の時に使用） 

“（ｌｉｓｔ）．リスト名” 

（例：ｃｄ （ｌｉｓｔ）．ｗｄ６） 

（注意）リスト名は事前にデリバリー・リストの登録をしておく必要があります。

「２．１ ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを使用するための登録」を参照してくだ

さい。 

 

・グローバル・ニックネーム・テーブルによる指定 

“（ｇＸＸＸ）．ａｌｉａｓｎａｍｅ” 

（例：ｃｄ （ｇｔａｂ）．ｕｌｔｉｍａ５） 

 

・オーガニゼーション・ニックネーム・テーブルによる指定 

“（ｏＸＸＸ）．ａｌｉａｓｎａｍｅ” 

（例：ｃｄ （ｏｔａｂ）．ｄｑ６） 

 

・プライベート・ニックネーム・テーブルによる指定 

“（ｐＸＸＸ）．ａｌｉａｓｎａｍｅ” 

（例：ｃｄ （ｐｔａｂ）．ｆｆ７） 

 

・ライブラリーの宛先の指定 

“（ｌｉｂｒ）．ｌｉｂａｃｃｔ．ｌｉｂｎａｍｅ” 

 

・内包宛先処理を使用する場合 

“ＩＥＥＸ．ＩＥＥＸＥＭＢ／ｃｌａｓｓ” 
 

・受信時にお客様宛の全てのメッセージを指定 

“＊．＊／＊” 

（注意）この指定は受信時のみ有効です。又、ｃｄコマンドが指定されなかった場

合、この“＊．＊／＊”がデフォルトの値となります。 

 

・ＥＸ形式状況確認メッセージを受信する場合 

“＊．＊／＠ｓｔａｔｕｓ” 

      

②ｃｌａｓｓはメッセージ識別コードのことです。 
          

メッセージ識別コードは１－８桁の英数字です。 

 

メッセージの送信時の指定は、送信したファイルのメッセージ識別となります。 

メッセージの受信時の指定は、お客様のメール・ボックスに蓄積されたメッセージを選択

するための識別子となります。“＊”を指定した場合は、ある差出者に対して全てのメッセ

ージの指定となります。 

 

又、“？”は、文字又は文字列に対してワイルドカードとして働きます。 

          

（例）“ＩＮ？”はＩＮＶＯＩＣＥ、ＩＮＰＵＴ等のメッセージ識別コードを代表します。 

“？ＡＳＥ”はＰＵＲＣＨＡＳＥ、ＩＮＣＡＳＥ等のメッセージ識別コードを代表し

ます。 
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  ３．２ 複合宛先指定 

      

ｇｅｔ、ｐｕｔ、ｌｓコマンドについて従来のｃｄコマンドによる宛先の明示的指定をしなくて

も、以下の複合宛先を使用できます。 

 

  複合宛先の形式は以下の通りです。 

 

・複合宛先としてのキーワード“ｉｅ：：／” 

・通常、ｃｄコマンドで指定される宛先とメッセージ識別コード 

・オプションとして、ＣＤＨ情報にファイル名を付加するため、区切り文字“／”の後にロー

カル・ファイル名を指定 

 

  次のコマンドは、 

 

put  invoices.970101  ie::iabc.iabc001/invoice/invoices.970101 

 

  以下の二つのコマンドと同じです。 

 

cd  iabc.iabc001/invoice 

put  invoices.970101 

 

複合アドレス指定は、これ以前のｃｄコマンドの宛先指定を上書きしますが、有効なのは指定し

た時のコマンドだけです。前に指定したｃｄコマンドの値はそのまま有効です。 
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４ メッセージの表示及びライブラリー 

 

  ４．１ メッセージの名前の形式 

      

ｌｓコマンドにより、お客様のメール・ボックス内にあるメッセージをファイル名の一覧の形式

で表示することができます。 

      

表示されるものは、お客様が最後に入力したｃｄコマンド（「３ ｃｄコマンドの使用方法」の

①を参照）で指定した“顧客コード．ユーザーＩＤ／メッセージ識別コード”に合致したメッセ

ージです。もし、お客様のメール・ボックスにある全てのメッセージを表示したい場合は、ｌｓ

コマンドを入力する前にｃｄ ＊．＊／＊コマンドを指定してください。 

 

メッセージのファイル名の形式は、ｓｉｔｅ ｓｙｓｔｅｍコマンドで指定したシステム・タイ

プに依存します。 

 

表４－１．システム・タイプの種類 

システム・タイプ 説明 
 ０ デフォルトの値です。ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージの

ファイル名を作成しますが、そのファィル名は長いファイル名で“ｍｓｇｋｅ
ｙ．＿ＩＥ”の形式になります。 

 １，２ 未使用 
 ３ ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージのファイル名を作成しま

すが、そのファィル名は短いファイル名で“ｎｎｎｎｎｎｎｎ．＿ＩＥ”の形
式になります。 

 ４ ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージのファイル名を作成しま

すが、そのファイル名は長いファィル名で“ｍｓｇｋｅｙ．ＩＥ”の形式にな
ります。 
拡張子が“＿ＩＥ”ではなく、“ＩＥ”となります。 

（注）ＬＩＳＴ、ＮＬＳＴコマンドは、付録「Ａ－２ ＦＴＰコマンド」を参照してください。

ＦＴＰユーザー・コマンドのｌｓ －ｌ、ｌｓコマンドに対応します。 

       

 

通常は、システム・タイプは特に考慮せず、デフォルト値の０を使用してください。指定する場

合は「６．１．２ ｓｉｔｅ ｓｙｓｔｅｍ」のｓｉｔｅ ｓｙｓｔｅｍコマンドを使用してく

ださい。 
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４．１．１ システム・タイプ  ０、４の場合 

  

このシステム・タイプの０、４は、長いファイル名をサポートしているクライアントで使用しま

す。長いファイル名というのは従来のＤＯＳファイル・システムのＦＡＴ形式が、８桁＋拡張子

３桁の１１桁という短いファイル名しか使えなかったことに対し、それより長いファイル名を使

用することを意味しています。 

 

システム・タイプのデフォルト値は０なのと、最近のクライアントのほとんどが長いファイル名

をサポートしていることから、普通のクライアントはシステム・タイプを特に考慮せず、この節

の説明のみ参照してください。 

 

 

  メッセージのファイル名の形式は以下の通りです。 

 

ｍｓｇｋｅｙ．＿ＩＥ 
        

ｍｓｇｋｅｙはＩＥ／ＥＸにより一意な２０桁の文字が割り振られます。 
         

注意１）ＦＡＴ形式の短いファイル名しかサポートしていないクライアントで、この“ｍｓ
ｇｋｅｙ．＿ＩＥ”を受信すると、ｍｓｇｋｅｙの頭８桁がファイル名となります。
このため、ｍｓｇｋｅｙの頭８桁が同じ別のメッセージを受信した場合、以前に受
信したファイルが上書きされてしまいます。 

このような問題を回避するために「４．１．２ システム・タイプ ３の場合」を

参照してください。 

         

注意２）一部のクライアントでは、ファイル・システムで長いファイル名をサポートするも

のの拡張子に「＿」（下線）を許さないものがあります。 

このようなクライアントをご使用のお客様は、システム・タイプの４を指定してく

ださい。これは拡張子が“＿ＩＥ”の代わりに“ＩＥ”となります。 
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    例：システム・タイプ  ０、４の場合のメッセージ表示 
 

リスト４－１．システム・タイプ ０、４の場合のメッセージ表示例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

ftp> cd *.*/* 

250 Currently to user *.* with class *. 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

FFB0599DE169716AD1C1._IE 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE 

FFB0599F043866BED1C1._IE 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB0599DE169716AD1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000073 010109 140557 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000138 010109 140609 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000203 010109 140617 

FFB0599F043866BED1C1._IE     IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 141102 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> cd /orders 

250 Currently to user *.* with class ORDERS. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB0599F043866BED1C1._IE     IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 141102 

226 List for user (    ).*.*, class ORDERS transferred O.K. 

     

１．ｃｄ ＊．＊／＊コマンドを出すことにより、お客様のメール・ボックスにある全てのメッ

セージの表示を指定します。セッション開始時、この状態がデフォルトの値となっています。 

 

２．ｌｓコマンドで、お客様のメール・ボックスにある直前のｃｄコマンドで指定されたものと

合致するメッセージを表示します。このシステム・タイプでのファイル名はＩＥ／ＥＸが各

メッセージに割り振ったメッセージ・キーになります。 

 

３．ｌｓ －ｌコマンドは、各メッセージに対して補足の情報を表示します。 

 

４．ｃｄ ／ｏｒｄｅｒｓコマンドは、メッセージ識別コードが“ＯＲＤＥＲＳ”のもののみを

表示したい時に指定します。 

 

５．このｌｓコマンドは、お客様のメール・ボックスの中でメッセージ識別コードが“ＯＲＤＥ

ＲＳ”のもののみを表示します。 
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    ４．１．２ システム・タイプ  ３の場合 

        

このシステム・タイプは、ファイル・システムがＦＡＴ形式のクライアントで、ファイル名が拡

張子を除いて８桁より長くとれないもの（短いファイル名）に使用します。 

        

メッセージのファイル名の形式は以下の通りです。 

 

ｎｎｎｎｎｎｎｎ．＿ＩＥ 
 

ｎｎｎｎｎｎｎｎは、８桁の数字でメール・ボックス中の相対位置に関係します。 
ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰセッションの間、このファイル名は保持されます。新たなＴＣＰ／ＩＰ－

ＦＴＰセッションを開始すると、このｎｎｎｎｎｎｎｎはリセットされます。 
 

セッション中に到着したメッセージには、一意な新しいファイル名が割り振られます。 
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    例：システム・タイプ  ３の場合のメッセージ表示 
 

リスト４－２．システム・タイプ ３の場合のメッセージ表示例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 ５ 

 

 

ftp> cd *.*/* 

250 Currently to user *.* with class * 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

00000001._IE 

00000002._IE 

00000003._IE 

00000004._IE 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

00000001._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000073 010109 140557 

00000002._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000138 010109 140609 

00000003._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000203 010109 140617 

00000004._IE                 IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 141102 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> cd /orders 

250 Currently to user *.* with class ORDERS. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

00000004._IE                 IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 141102 

226 List for user (    ).*.*, class ORDERS transferred O.K. 

 

１．ｃｄ ＊．＊／＊コマンドを出すことにより、お客様のメール・ボックスにある全てのメッ

セージの表示を指定します。セッション開始時、この状態がデフォルトの値となっています。 

     

２．ｌｓコマンドで、お客様のメール・ボックスにある直前のｃｄコマンドで指定されたものと

合致するメッセージを表示します。このシステム・タイプでのファイル名はセッションの間、

お客様のメール・ボックス中の相対位置を示す８桁の一意な文字になります。 

 

３．ｌｓ －ｌコマンドは、各メッセージに対して補足の情報を表示します。 

 

４．ｃｄ ／ｏｒｄｅｒｓコマンドは、メッセージ識別コードが“ＯＲＤＥＲＳ”のもののみを

表示したい時に指定します。 

 

５．このｌｓコマンドは、お客様のメール・ボックスの中でメッセージ識別コードが“ＯＲＤＥ

ＲＳ”のもののみを表示します。 
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４．２ 表示形式 

      

ｌｓ －ｌコマンドの応答は、ｓｉｔｅ ｌｉｓｔｓｔｙｌｅコマンドの指定により変わります。

ｌｉｓｔｓｔｙｌｅには“ｌｏｎｇ”、“ｓｈｏｒｔ”、“ｆｉｌｅｎａｍｅ”の三つがありま

す。 

 

    ４．２．１ ｌｉｓｔｓｔｙｌｅ  ｌｏｎｇ 

        

以下の情報が各メッセージに表示されます。 

 

       ①Filename (MSGKEY) ：ファイル名 

       ②Sender  ：メッセージを送信したＩＥ／ＥＸの顧客コード、 

     ユーザーＩＤ（差出者） 

       ③Class  ：メッセージのメッセージ識別コード 

       ④Size   ：メッセージのサイズ 

       ⑤Date   Time  ：メッセージが送信された日時 

 

    Filename (MSGKEY)             Sender        Class      Size     Date   Time 

 FFB0599DE169716AD1C1._IE     IABC    IABC001  INVOIC   0000000073 010109 140557 
 

    ４．２．２ ｌｉｓｔｓｔｙｌｅ  ｓｈｏｒｔ 

        

  各メッセージのファイル名のみが表示されます。 

この値が指定された場合、ｌｓ －ｌコマンドの応答はｌｓコマンドと同じ形式になります。 

 

 FFB0599DE169716AD1C1._IE 

 

    ４．２．３ ｌｉｓｔｓｔｙｌｅ  ｆｉｌｅｎａｍｅ 

        

以下の情報が各メッセージに表示されます。 
 

①ファイル名 
②オリジナルのファイル名 

 
 FFB0599F043866BED1C1._IE  order.001 

        

この機能により、ユーザーが受信したメッセージを元のオリジナル・ファイル名にリネームする

ことが可能です。 

       

（注意）メッセージをＩＥ／ＥＸに送信する時、ファイル名が指定されていないと、オリジナ

ルのファイル名のフィールドはブランクになります。 

内包宛先の場合、この機能は無効ですのでフィールドはブランクになります。 
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    例：リスト表示の変更と表示 
 

リスト４－３．リスト表示の変更と表示例 

項番 ＦＴＰセッションと入力と応答 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

ftp> site liststyle 

200 List Style currently LONG. 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB0599DE169716AD1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000073 010109 140557 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000138 010109 140609 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE     IABC    IABC002  INVOIC   0000000203 010109 140617 

FFB0599F043866BED1C1._IE     IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 141102 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> site liststyle short 

200 List Style currently SHORT. 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

FFB0599DE169716AD1C1._IE 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE 

FFB0599F043866BED1C1._IE 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> site liststyle filename 

200 List Style currently FILENAME. 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

FFB0599DE169716AD1C1._IE invoic.001 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE invoic.002 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE invoic.003 

FFB0599F043866BED1C1._IE order.001 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

     

１．ｓｉｔｅ ｌｉｓｔｓｔｙｌｅコマンドを出すと、現在設定されているｌｉｓｔｓｔｙｌｅ

の値が戻ります。この例では、デフォルト値の“ｌｏｎｇ”です。 

ｌｓ －ｌコマンドを出すと、“ｌｏｎｇ”の形式でお客様のメール・ボックスにあるメッ

セージが表示されます。 

 

２．ｌｉｓｔｓｔｙｌｅの値を“ｓｈｏｒｔ”に変更した後、ｌｓ －ｌコマンドを出すと、ｌ

ｓコマンドと同じ形式で表示されます。（補足の情報は表示されません） 

 

３．ｌｉｓｔｓｔｙｌｅの値を“ｆｉｌｅｎａｍｅ”に変更した後、ｌｓ －ｌコマンドを出す

と、２列のメッセージが表示されます。 

１列目がメッセージ・キーで、２列目がメッセージをＩＥ／ＥＸに送信した時のオリジナル・

ファイル名です。 



                                                                                           １６

  ４．３ ライブラリー 

 

    ４．３．１ ライブラリーの宛先の指定 

        

ｃｄ    （ｌｉｂｒ）．ｌｉｂａｃｃｔ．ｌｉｂｎａｍｅ 
 

（ｌｉｂｒ） ：キーワードです。 

ｌｉｂａｃｃｔ：ライブラリーのオーナー顧客名 
ｌｉｂｎａｍｅ：ライブラリー名 



                                                                                           １７

    ４．３．２ ライブラリー・メンバーの表示 

        

ｃｄコマンドでライブラリーを指定してから、ｌｓコマンドでライブラリーの中のメンバー情報

を表示できます。 

 

ｌｓ －ｌコマンドを出した時の出力例は以下の通りです。 

 

Access      Owner    Account   Size      Last updated       Name 

-rw-rw----   IABC001     IABC      1010  98/04/24 07:31:20  ORDER.00 

-rw-rw----   IABC001     IABC      2020  98/04/24 07:30:56  README 

-rw-rw----   IABC001     IABC      3030  98/04/24 07:31:05  TEMPFILE 

 

 

表４－２．ライブラリー・メンバーの表示形式 

項目 説明 

Access  

 

 

Flag 1 

Flag 2-4 

 

 

 

 

Flag 5-7 

 

 

 

 

 

Flag 8-10 

このライブラリーのアクセス許可の情報をＵＮＩ

Ｘ形式で表示します。 

 

常に“－”。 

ライブラリーのオーナーに対するアクセス許可。 

“r--”： オーナーにＲｅａｄ ｏｎｌｙのアク

セス許可があることを示す。 

“rw-”： オーナーにＲｅａｄ／Ｗｒｉｔｅのア

クセス許可があることを示す。 

ライブラリーのオーナー顧客中のユーザーに対す

るアクセス許可。 

“r--”： ユーザーにＲｅａｄ ｏｎｌｙのアク

セス許可があることを示す。 

“rw-”： ユーザーにＲｅａｄ／Ｗｒｉｔｅのア

クセス許可があることを示す。 

他のＩＥ／ＥＸユーザーに対するアクセス許可。 

“r--”： 全てのＩＥ／ＥＸユーザーにＲｅａｄ 

ｏｎｌｙのアクセス許可があることを

示す。 

“rw-”： 全てのＩＥ／ＥＸユーザーにＲｅａｄ

／Ｗｒｉｔｅのアクセス許可があるこ

とを示す。 

“L--”： ＩＥ／ＥＸデリバリー・リスト中のユー

ザーにＲｅａｄアクセスを許可する。 

“LL-”： ＩＥ／ＥＸデリバリー・リスト中のユー

ザーにＲｅａｄ／Ｗｒｉｔｅのアクセ

スを許可する。 

Owner ライブラリーのオーナーのユーザーＩＤ。 

Account ライブラリーのオーナーヘの顧客コード。 

Size メンバーのサイズ。（バイト単位） 

Last updated メンバーが作成または最後に修正された日時。 

（形式：“yy/mm/dd”） 

Name メンバー名。 



                                                                                           １８

５ ファイル転送 

 

  ５．１ ファイルの送信 

 

    ５．１．１ 単一ファイルの送信 

        

ファイルをＩＥ／ＥＸの通信相手先のメール・ボックスに送信するには、次の二つの操作が必要

です。初めに、お客様がファイルを送信したい宛先（顧客コード．ユーザーＩＤ）をメッセージ

識別コードとともに指定します。次に、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにファイルを送信します。 

        

①ｃｄコマンドで宛先とメッセージ識別コードを指定します。 

 

ｃｄ  ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２／ｔｅｘｔ 

        

②ｐｕｔ（又はｍｐｕｔ）コマンドを用いて、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにローカルにあるファ

イルを送信します。 

 

ｐｕｔ  ｏｒｄｅｒ．００１ 

 

（この例の“ｏｒｄｅｒ．００１”は、クライアントのローカルにある送信したいファイル名で

す。） 

 

 



                                                                                           １９

    例：単一ファイルの送信 
        

以下は、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを通してＩＥ／ＥＸに二つのファイルを送信する例です。デー

タ・タイプには、ＡＳＣＩＩとＢＩＮＡＲＹの二種類があります。 

 

リスト５－１．単一ファイルの送信例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 ４ 

 

 

 ５ 

ftp> cd IABC.IABC002/text 

250 Currently to user IABC.IABC002 with class TEXT. 

 

ftp> put order.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (    ).IABC.IABC002 with class TEXT. O.K. 

 

ftp> binary 

200 Type now set to I. 

 

ftp> cd /cadfile 

250 Currently to user IABC.IABC002 with class CADFILE. 

 

ftp> put invoic.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (    ).IABC.IABC002 with class CADFILE. O.K. 

 

１．メッセージを送信したい宛先を指定する為にｃｄコマンドでＩＥ／ＥＸの顧客コード、ユー

ザーＩＤとメッセージ識別コードを入力します。 

この例では、宛先は“ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２”で、メッセージ識別コードは“ＴＥＸＴ”

です。 

     

２．このｐｕｔコマンドは、ローカル・ファイルの“ＯＲＤＥＲ．００１”をＩＥ／ＥＸの“Ｉ

ＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２”宛にメッセージ識別コードを“ＴＥＸＴ”で送信します。この場

合、データ・タイプが明示的に指定されていないので、ＡＳＣＩＩモードで送信されます。 

データ・タイプがＡＳＣＩＩの場合、データはＡＳＣＩＩ文字セットからＥＢＣＤＩＣ文字

セットに変換されて蓄積されます。 

 

３．ｂｉｎａｒｙコマンドにより、データ・タイプをＢＩＮＡＲＹに変更することができます。

データ・タイプがＢＩＮＡＲＹの場合、データがＡＳＣＩＩ文字セットからＥＢＣＤＩＣ文

字セットに変換されることはありません。 

 

４．このｃｄコマンドは、項番１で指定した宛先（ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２）は変更せず、メ

ッセージ識別コードだけを“ＣＡＤＦＩＬＥ”に変更します。 

 

５．このｐｕｔコマンドは、ローカル・ファイルの“ＩＮＶＯＩＣ．００１”をＩＥ／ＥＸの“Ｉ

ＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２”宛にメッセージ識別コードを“ＣＡＤＦＩＬＥ”で送信します。

この場合、データ・タイプはＢＩＮＡＲＹです。 



                                                                                           ２０

    ５．１．２ ＥＤＩデータの送信 

        

ＥＤＩデータを送信するには、二つの操作が必要です。 

 

①ｃｄ ｅｄｉ［（ａｌｉａｓｔａｂｌｅ）］コマンドを使用します。 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、以下のＥＤＩタイプを自動的に判別します。 

 

・ＥＤＩＦＡＣＴ 

・ＵＮＴＤＩ 

・Ｘ１２ 

・ＵＣＳ 

 

②ｐｕｔ（又は、ｍｐｕｔ）コマンドを用いて、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにファイルを送信し

ます。 

 

（注意）ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰでのＥＤＩデータの取り扱いについては「５．６ ＥＤＩデータ」

を参照してください。 



                                                                                           ２１

    ５．１．３ ライブラリー・メンバーの保管 

        

リスト５－２．ライブラリー・メンバーの保管例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

ftp> cd (libr).IABC.TESTLIB 

250 Currently to library IABC.TESTLIB 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

ORDER.00 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

Access      Owner    Account   Size      Last updated       Name 

-rw-rw----   IABC001     IABC      1010  98/04/24 07:31:20  ORDER.00 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> binary 

200 Type now set to I. 

 

ftp> put contacts 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (LIBR).IABC.TESTLIB with class . O.K. 

1010 バイトを 0.003211 秒で送信しました (307.2 キロバイト／秒) 

ローカル: contacts リモート: contacts 

 

１．ライブラリー“ＩＡＢＣ．ＴＥＳＴＬＩＢ”に対してｃｄコマンドを出します。 
 
２．ｌｓコマンドを出すと、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはライブラリー内の全てのメンバーのリスト

を表示します。 
ｌｓ －ｌコマンドを出すと、各メンバーの詳細情報を表示します。 

 
３．ファイル“ｃｏｎｔａｃｔｓ”がライブラリーに蓄積されます。 

 



                                                                                           ２２

  ５．２ ファイルの受信 

      

ファイルをＩＥ／ＥＸから受信するためには、次の二つの操作が必要です。 

初めに、お客様がどの差出者（顧客コード．ユーザーＩＤ）からのファイルを受信したいかをメ

ッセージ識別コードとともに指定します。次に、受信要求を出します。 

      

①ｃｄコマンドで差出者とメッセージ識別コードを指定します。 

 

ｃｄ  ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００１／ｉｎｖｏｉｃ 

      

②ｇｅｔ（又はｍｇｅｔ）コマンドを用いて、ｃｄコマンドで指定した差出者とメッセージ識

別コードで蓄積されているメッセージをクライアントのローカル・ファイルに受信します。 

 

ｇｅｔ  ｉｎｖｏｉｃ．００１ 

 

    ５．２．１ 単一ファイルの受信 

        

単一ファイルを受信するためには、以下のようにファイル名を指定してｇｅｔコマンドを入力し

てください。 

         

・メッセージのファイル名（メッセージ・キー）を指定した場合、指定したメッセージがお

客様のローカルのクライアントにそのファイル名で転送されます。 

         

・その他のファイル名（メッセージ・キー以外のファイル名）を指定した場合、お客様のメ

ール・ボックスにある直前のｃｄコマンドで指定されたものと合致したメッセージのうち、

一番初めのものが、お客様のローカルのクライアントに指定したファイル名で転送されま

す。 

 



                                                                                           ２３

    例：単一ファイルの受信（システム・タイプ  ０の場合） 
 

リスト５－３．単一ファイルの受信例（システム・タイプ ０の場合） 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

ftp> cd /invoic 

250 Currently to user *.* with class INVOIC. 

 

ftp>ls –l 
200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB0599DE169716AD1C1._IE     IABC    IABC001  INVOIC   0000000073 010109 140557 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE     IABC    IABC001  INVOIC   0000000138 010109 140609 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE     IABC    IABC001  INVOIC   0000000203 010109 140617 

226 List for user (    ).*.*, class INVOIC transferred O.K. 

 

ftp> get invoic.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class INVOIC. O.K. 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

FFB0599DEC041E14D1C1._IE 

FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE 

226 List for user (    ).*.*, class INVOIC transferred O.K. 

 

ftp> get FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 FFB0599DF3F50E9DD1C1 from     .    IABC.IABC001  class   INVOIC O.K. 

     

１．ｃｄ ／ｉｎｖｏｉｃコマンドは、メッセージ識別コードが“ＩＮＶＯＩＣ”のメッセージ

だけを表示させるために出されたものです。顧客コード．ユーザーＩＤは、ｃｄコマンドの

デフォルト値“＊．＊”で全てとなります。 

 

２．ｌｓ －ｌコマンドは、お客様のメール・ボックスにある項番１で指定したものと合致する

メッセージをリストします。 

 

３．ｇｅｔ ｉｎｖｏｉｃ．００１コマンドは、お客様のメール・ボックスにあるメッセージ識

別コードが“ＩＮＶＯＩＣ”のメッセージのうち、一番初めのものをお客様のローカルのク

ライアントに“ＩＮＶＯＩＣ．００１”というファイルで転送します。 

 

４．このｌｓコマンドは、メッセージ・キーのみを表示していますが、項番３で受信したメッセ

ージはメール・ボックス内にありません。 

 



                                                                                           ２４

 

５．このｇｅｔコマンドは、項番４で表示されたメッセージのリストからファイル名に

“FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE”を指定して受信しています。これは、特定のメッセージ（項

番４でリストされた２行目のメッセージ“FFB0599DF3F50E9DD1C1._IE”）をローカルのクラ

イアントに転送しています。この場合、特にローカルのファイル名が指定されていないため、

ローカルのクライアントでのファイル名は、メッセージ・キーと同じになります。 

 

 

    例：単一ファイルの受信（システム・タイプ  ３の場合） 
 

リスト５－４．単一ファイルの受信例（システム・タイプ ３の場合） 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

ftp> cd /invoic                                       

250 Currently to user *.* with class INVOIC.  

         

ftp> ls -l                                            

200 Port command OK.                                  

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

00000001._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000073 010109 144317 

00000002._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000138 010109 144324 

00000003._IE                 IABC    IABC002  INVOIC   0000000203 010109 144331 

226 List for user (    ).*.*, class INVOIC transferred O.K. 

 

ftp> get invoic.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred from (    ).IABC.IABC002 with class INVOIC. O.K. 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

00000002._IE 

00000003._IE 

226 List for user (    ).*.*, class INVOIC transferred O.K. 

 

ftp> get 00000003._IE 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000003 from     .    IABC.IABC002  class   INVOIC O.K. 

     

１．ｃｄ ／ｉｎｖｏｉｃコマンドは、メッセージ識別コードが“ＩＮＶＯＩＣ”のメッセージ

だけを表示させるために出されたものです。顧客コード．ユーザーＩＤは、ｃｄコマンドの

デフォルト値“＊．＊”で全てとなります。 

 

２．ｌｓ －ｌコマンドは、お客様のメール・ボックスにある項番１で指定したものと合致する

メッセージをリストします。 

 



                                                                                           ２５

 

３．ｇｅｔ ｉｎｖｏｉｃ．００１コマンドは、お客様のメール・ボックスにあるメッセージ識

別コードが“ＩＮＶＯＩＣ”のメッセージのうち、一番初めのものをお客様のローカルのク

ライアントに“ＩＮＶＯＩＣ．００１”というファイルで転送します。 

 

４．このｌｓコマンドは、メッセージ・キーのみを表示していますが、項番３で受信したメッセ

ージはメール・ボックス内にありません。 

 

５．このｇｅｔコマンドは、項番４で表示されたメッセージのリストからファイル名に

“00000003._IE”を指定して受信しています。これは、特定のメッセージ（項番４でリスト

された２行目のメッセージ“00000003．_IE”）をローカルのクライアントに転送しています。

この場合、特にローカルのファイル名が指定されていないため、ローカルのクライアントで

のファイル名は、メッセージ・キーと同じになります。 

 



                                                                                           ２６

    ５．２．２ 複数ファイルの受信 

        

  複数ファイルを受信するためには、ｍｇｅｔコマンドを用いてください。 

ＦＴＰクライアントは、ＮＬＳＴコマンドを出して受信すべきメッセージの一覧を入手します。

次に、ＦＴＰクライアントは一覧に基づいて一つずつメッセージを転送します。 

       

（注意）ＦＴＰクライアントの実装の仕方によっては、ｍｇｅｔコマンドの処理の際、一回一

回の受信に確認のプロンプトを要求するものがあります。この確認の機能は、クライ

アントのコマンドであるｐｒｏｍｐｔ ｏｆｆコマンドにより、出力しないようにす

ることもできます。 

ｍｇｅｔ、ｍｐｕｔコマンドは、クライアント側の実装機能ですのでクライアントに

より異なります。ご注意ください。 

        

ｍｇｅｔコマンドは、お客様のメール・ボックスにある直前のｃｄコマンドの指定に合致したメ

ッセージに対して有効です。この場合、各メッセージは、メッセージ単位に別ファイルとして受

信されます。 

 

ｃｄコマンドで“＊．＊／＊”を指定すれば、お客様宛の全てのメッセージを意味しますが受信

する時は、１メッセージ毎の受信となり全て別ファイルとなります。一つのファイルで全てのメ

ッセージは受信できないことに注意して下さい。 

 



                                                                                           ２７

    例：複数ファイルの受信 
      

複数ファイルの受信は、単一ファイルの受信と基本的な考え方は同じです。ＦＴＰクライアント

はｌｓコマンドを出し、そのリストの各ファイルに対してｇｅｔコマンドを出します。 

以下は、ニつのメッセージ識別コードの形式によるＩＥ／ＥＸから複数ファイルを受信した例で

す。この例では、システム・タイプは３です。 

 

リスト５－５．複数ファイルの受信例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 ５ 

 

 

 ６ 

 

 

 

 ７ 

 

 ８ 

 

 

 ９ 

 

ftp> prompt off 

Interactive mode off. 

 

ftp> cd *.*/* 

250 Currently to user *.* with class *. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

00000001._IE                 IABC    IABC001  INVOIC   0000000138 010109 144324 

00000002._IE                 IABC    IABC001  INVOIC   0000000073 010109 145617 

00000003._IE                 IABC    IABC001  INVOIC   0000000138 010109 145631 

00000004._IE                 IABC    IABC001  INVOIC   0000000203 010109 145639 

00000005._IE                 IABC    IABC003  ORDERS   0000000043 010109 145759 

226 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> !cd /u/test/orders 

 

ftp> cd /orders 

250 Currently to user *.* with class ORDERS. 

 

ftp> mget * 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000005 from     .    IABC.IABC003  class   ORDERS O.K. 

ftp> !cd /u/test/invoices 

 

ftp> cd /invoic 

250 Currently to user *.* with class INVOIC. 

 

ftp> mget * 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000001 from     .    IABC.IABC001  class   INVOIC O.K. 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000002 from     .    IABC.IABC001  class   INVOIC O.K. 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000003 from     .    IABC.IABC001  class   INVOIC O.K. 
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200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226             00000004 from     .    IABC.IABC001  class   INVOIC O.K. 

     
１．ｐｒｏｍｐｔ ｏｆｆコマンドは、ｍｇｅｔコマンドの際、各ファイルに対するクライアン

トの確認プロンプトを抑制するために出しています。 
 
２．ｃｄ ＊．＊／＊コマンドは、差出者やメッセージ識別コードに関係なく、お客様のメール・

ボックスにある全てのメッセージを受信したい又はリスト表示したい時に出します。 
 
３．ｌｓ －ｌコマンドにより、お客様のメール・ボックスの中に５メッセージあることが表示

されました。 
 
４．この！ｃｄコマンドにより、次のｍｇｅｔコマンドで受信するファイルを置く、クライアン

トのローカルのディレクトリーとして“/u/test/orders”を指定しています。（！ｃｄコマ

ンドは、ローカルのファイル・システムに対するｃｄコマンドですが、ＦＴＰクライアント

の実装により異なります。ｌｃｄコマンドの場合もあります。） 
 
５．ｃｄ ／ｏｒｄｅｒｓコマンドは、メッセージ識別コードが“ＯＲＤＥＲＳ”のものだけを

受信又はリスト表示するために指定しています。 
 
６．このｍｇｅｔコマンドは、お客様のメール・ボックスにあるメッセージ識別コードが“ＯＲ

ＤＥＲＳ”の全てのメッセージを受信し、ローカル・ディレクトリーの“/u/test/orders”

にリスト表示されたファイル名でストアします。 
 
７．この！ｃｄコマンドにより、次のｍｇｅｔコマンドで受信するファイルを置く、クライアン

トのローカルのディレクトリーとして“/u/test/invoices”を指定しています。 
 
８．ｃｄ ／ｉｎｖｏｉｃコマンドは、メッセージ識別コードが“ＩＮＶＯＩＣ”のものだけを

受信又はリスト表示するために指定しています。 
 
９．このｍｇｅｔコマンドは、お客様のメール・ボックスにあるメッセージ識別コードが“ＩＮ

ＶＯＩＣ”の全てのメッセージを受信し、ローカル・ディレクトリーの“/u/test/invoices”

にリスト表示されたファイル名でストアします。 
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    ５．２．３ メッセージ・キーを用いた受信の際のＦＴＰ応答 

        

お客様がＦＴＰのユーザー・コマンドのｇｅｔ又はｍｇｅｔコマンドを入力すると、クライアン

トはＦＴＰコマンドのＲＥＴＲ（ｒｅｔｒｉｅｖｅ）コマンドをＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに対して

出します。 
お客様がｇｅｔ又はｍｇｅｔコマンドの際にメッセージ・キーを指定した場合、“２２６”応答

のメッセージ・テキストは以下の形式になります。 
 

表５－１．メッセージ・テキストの形式 

フィールド カラム 名前 説明 
１   １ ＭＳＧＮＯ メッセージ番号（“２２６”） 

２   ４ 予備１ ブランク 

３   ５ ＭＳＧＫＥＹ メッセージ・キー。ＩＥ／ＥＸによってつけられたメ

ッセージ識別子。 

一意な１６進数表記。 

４  ２５ From “from”（前ブランクと後ブランクがあります） 

５  ３１ 予備２ ブランク 

６  ３２ 予備３ ブランク 

７  ３５ 予備４ “．”（ピリオド） 

８  ３６ ＤＥＳＴＡＣＣＴ 送信者の顧客コード。この値はＤＥＳＴＵＩＤと結び

ついて送信者の識別子となります。 

この値が“＊ＳＹＳＴＥＭ＊”の時はＩＥ／ＥＸが生

成したメッセージです。 

形式は英数字、右詰、左はブランクで埋めます。 

９  ４４ 予備５ “．”（ピリオド） 

１０  ４５ ＤＥＳＴＵＩＤ 送信者のユーザーＩＤ。この値はＤＥＳＴＡＣＣＴと

結びついて送信者の識別子となります。 

形式は英数字、左詰め、右はブランクで埋めます。 

１１  ５３ Class “class”（前ブランクと後ブランクがあります） 

１２  ６０ ＭＳＧＵＣＬＳ メッセージ識別子。蓄積されたメッセージを特定する

ために使用します。ｃｄコマンドでメール・ボックス

のメッセージを選択できます。ＩＥ／ＥＸの通信相手

と合意の上で、特定のタイプのメッセージに名前をつ

けて使用します。 

形式は英数字、左詰め、右はブランクで埋めます。 

１３  ６８ ＯＫ “Ｏ．Ｋ．”（先行ブランクを含む） 

 

 

    ５．２．４ ＥＤＩデータの受信 

        

ＥＤＩデータの受信は、「５．２．１ 単一ファイルの受信」と同じ方法で行ってください。 
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    ５．２．５ ライブラリー・メンバーの取り出し 

        

リスト５－６．ライブラリー・メンバーの取り出し例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

ftp> cd (libr).IABC.TESTLIB 

250 Currently to library IABC.TESTLIB 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

ORDER.00 

README 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

Access      Owner    Account   Size      Last updated       Name 

-rw-rw----   IABC001     IABC      1010  98/04/24 07:31:20  ORDER.00 

-rw-rw----   IABC001     IABC      2020  98/04/24 07:30:56  README 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> binary 

200 Type now set to I. 

 

ftp> get README 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 Library member IABC.TESTLIB.README transferred O.K. 

1010 バイトを 2.178 秒で受信しました (0.4529 キロバイト／秒) 

ローカル: README リモート: README 

 

１．ライブラリー“ＩＡＢＣ．ＴＥＳＴＬＩＢ”に対してｃｄコマンドを出します。 
 
２．ｌｓコマンドを出すと、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはライブラリー内の全てのメンバーのリスト

を表示します。 
ｌｓ －ｌコマンドを出すと、各メンバーの詳細情報を表示します。 

 

３．ｇｅｔコマンドを出すことによりメンバー“ＲＥＡＤＭＥ”が受信されます。 
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  ５．３ データ変換 

     

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰでは、内部キャラクター表現として８ビット／バイトのＡＳＣＩＩ、ＥＢ

ＣＤＩＣ又はＩＭＡＧＥ（連続的なビット列）の１文字コードのセットをサポートしています。 

 

データ変換は、お客様の選択されたデータ・タイプ（ａｓｃｉｉ又はｂｉｎａｒｙコマンド）に

従います。 

     

（注意）ＪＩＳＣＩＩはサポートしていません。半角カタカナ及び漢字を取り扱う場合は、ＢＩ

ＮＡＲＹで転送して必要に応じてお客様側でデータ変換を実施してください。 

 

    ５．３．１ ファイルの送信時 

        

お客様がＡＳＣＩＩ文字セットのファイルを送信する場合、データ・タイプにはＡＳＣＩＩを指

定してください。データ・タイプのデフォルト値はＡＳＣＩＩです。 

 

データ・タイプをＡＳＣＩＩにして送信すると、レコード・セパレーターはキャリッジ・リター

ンとライン・フィード（ＣＲ／ＬＦ）になります。そして、データはＡＳＣＩＩ文字セットから

ＥＢＣＤＩＣ文字セットに変換されます。 

ＡＳＣＩＩ文字セットからＥＢＣＤＩＣ文字セットの変換は、付録「Ｂ－１ ＡＳＣＩＩ ｔｏ 

ＥＢＣＤＩＣ」の変換表に基づいて行われます。 

データ・タイプをＢＩＮＡＲＹ（ＩＭＡＧＥ）にして送信すると、レコード・セバレーターはつ

かず、データも変換されません。 

 

    ５．３．２ ファイルの受信時 

        

データ・タイプのデフォルト値はＡＳＣＩＩです。 

 

データ・タイプをＡＳＣＩＩにして受信すると、ＣＤＨのｄａｔａｔｙｐｅがＥＢＣＤＩＣにな

っている場合、あるいはＣＤＨが無い場合、データはＥＢＣＤＩＣ文字セットからＡＳＣＩＩ文

字セットに変換されます。 

ＥＢＣＤＩＣ文字セットからＡＳＣＩＩ文字セットの変換は、付録「Ｂ－２ ＥＢＣＤＩＣ ｔ

ｏ ＡＳＣＩＩ」の変換表に基づいて行われます。 

データ・タイプをＢＩＮＡＲＹ（ＩＭＡＧＥ）にして受信すると、データは変換されません。 
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  ５．４ ＰＡＳＶサポート 

      

従来は、特定のサーバー間にローカルなネットワークを張りファイル転送を行っていましたが、

最近はインターネットというオープンなネットワークを利用する性質上、安全性を考慮し、ＴＣ

Ｐ／ＩＰ－ＦＴＰではパッシブ・モードも使用することができます。 
 
また、パッシブ・モードでは、通常（アクティブ）モードで起こりうる次の現象を回避すること

ができます。 
 
通常モードのＦＴＰセッションでは、制御用接続はクライアント側から、データ用接続はサーバ

ー側（ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰ）から確立します。（図５－１） 
このとき、すべてのＴＣＰ接続において、図５－１の①方向のパケットしか許可しないようなフ

ァイアウォールでは、ＦＴＰサーバー（ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰ）がデータ用接続を確立するとき

に、そのセッション（図５－１の③）を許可しないケースが考えられます。 
 
しかも、これらの接続は固定のポート番号を使用するので攻撃されやすく、決して安全とは言え

ません。 
 
これに対して、パッシブ・モードでは、制御用接続、データ用接続ともにクライアント側から確

立するので（図５－２）、上記のように、データ用接続を確立する際にファイアウォールにてセ

ッションが切れるという問題は避けられます。 
 
ただし、全てのクライアントがパッシブ・モードをサポートしているわけではありません。パッ

シブ・モードをご使用の際には、お使いになるクライアントがパッシブ・モードをサポートして

いることを確認してください。 
 
図５－１．通常モードのＦＴＰ接続の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
       20          21               5150        5151 
  

①PORT 5151           ①クライアントはＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰと制

御用接続を確立し、データ用接続のための

ポート番号をＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに伝

える。 
②OK              ②ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰが確認応答する。

 
 

③データ用接続         ③ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはクライアントの

データ用接続ポートにデータ用接続を確

立する。 
④OK              ④クライアントが確認応答する。 

 
 
   データ用 制御用      制御用    データ用 
   接続   接続       接続     接続 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴ

Ｐ 

 

クライアント 
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図５－２．パッシブ・モードのＦＴＰ接続の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

       20    21    3267              5150        5151 

 

①PASV             ①クライアントはＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰと

制御用接続を確立し、データ用接続のため

のパッシブ・モードをＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴ

Ｐに要求する。 

②OK 3267            ②ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはデータ用ポート

を割り当てクライアントにポート番号を

伝える。 

③データ用接続         ③クライアントはＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰの

データ用接続ポートにデータ用接続を確

立する。 

④OK              ④ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰが確認応答する。

 

 

     制御用 データ用    制御用    データ用 

     接続  接       接続     接続 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴ

Ｐ 

 

クライアント 
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  ５．５ メッセージの削除 

      

ｄｅｌｅ    ｆｉｌｅｎａｍｅ 
 

  このコマンドにより、お客様のメール・ボックスにあるメッセージを指定して削除できます。 

ｆｉｌｅｎａｍｅは、ｌｓ －ｌコマンドで表示されるファイル名（メッセージ・キー）を指定
します。 

      

ｍｄｅｌｅ 

 

  このコマンドにより、お客様のメール・ボックスにある複数のメッセージを削除できます。 

  削除できるメッセージは、直前のｃｄコマンドで指定されたものと合致したものだけです。 
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    例：メール・ボックスからのメッセージの削除 
 

リスト５－７．メール・ボックスからのメッセージの削除例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 ３ 

ftp> ls –l 
200 004 Port command OK. 

150 001 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB498FD0B7544BXD2C3._IE     IABC    IABC001  TEST     0000000080 010109 103934 

FFB498FD0B7571BDD1C1._IE     IABC    IABC001  TEST     0000000083 010109 103934 

226 003 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

 

ftp> dele FFB498FD0B7571BDD1C1._IE 

250 009 Message deleted. 

 

ftp> ls -l 

200 004 Port command OK. 

150 001 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB498FD0B7544BXD2C3._IE     IABC    IABC001  TEST     0000000080 010109 103934 

226 003 List for user (    ).*.*, class * transferred O.K. 

     

１．ｌｓ －ｌコマンドで、事前にｃｄコマンドで指定したメール・ボックス内のメッセージを

表示します。 

 

２．メッセージ・キーが“FFB498FD0B7571BDD1C1._IE”のメッセージを削除します。 

 

３．ｌｓ －ｌコマンドで、メッセージ・キーが“FFB498FD0B7571BDD1C1._IE”のメッセージが

削除されたことが確認できます。 
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  ５．６ ＥＤＩデータ 

     

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを通しては、各ファイルは複数エンベロープを含めることができますが、

一つのＥＤＩタイプだけです。一つのファイルに複数のＥＤＩタイプを含めることはできません。 

 

データ・タイプをＡＳＣＩＩにして送信すると、ＡＳＣＩＩからＥＢＣＤＩＣに変換され、すべ

てのＣＲ／ＬＦは削除されてメール・ボックスに蓄積されます。ＣＤＨは、ＥＢＣＤＩＣ ＥＤ

Ｉ ｄａｔａになります。しかし、Ｘ．１２ ＢｉｎａｒｙあるいはＳｅｃｕｒｉｔｙセグメン

トを見つけると、処理を停止します。 

ＡＳＣＩＩ文字セットからＥＢＣＤＩＣ文字セットの変換は、付録「Ｂ－１ ＡＳＣＩＩ ｔｏ 

ＥＢＣＤＩＣ」の変換表に基づいて行われます。 

 

データ・タイプをＢＩＮＡＲＹにして送信すると、バイナリー・データでない場合は、ＥＢＣＤ

ＩＣに変換され、すべてのＣＲ／ＬＦは削除されてメール・ボックスに蓄積されます。Ｂｉｎａ

ｒｙセグメントは、無変換で蓄積されます。 

 

受信時は、ＣＤＨがＥＢＣＤＩＣ ＥＤＩ ｄａｔａであれば、ＡＳＣＩＩに変換され受信しま

す。 

ＥＢＣＤＩＣ文字セットからＡＳＣＩＩ文字セットの変換は、付録「Ｂ－２ ＥＢＣＤＩＣ ｔ

ｏ ＡＳＣＩＩ」の変換表に基づいて行われます。 

Ｘ．１２ ＢｉｎａｒｙとＳｅｃｕｒｉｔｙセグメントは変換されません。 

 

ＥＤＩ処理に関する詳しい情報は『Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｅｘｃｈａｎｇｅ ｖｉａ ＴＣ

Ｐ／ＩＰ ＦＴＰ Ｇａｔｅｗａｙ Ｕｓｅｒ’ｓ Ｇｕｉｄｅ』を参照してください。 
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  ５．７ サポート・ファイル 

     

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰの情報がサポート・ファイルに記述されていますので、受信して参照くだ

さい。 

 

受信方法は以下の通りです。 

 

１．ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとＦＴＰセッションを開始します。 

 

２．ｃｄ ｓｕｐｐｏｒｔコマンドを入力します。 

 

３．ｌｓコマンドを入力し、どのファイルがあるかを確認します。 

 

４．ｇｅｔコマンドでファイルを受信します。 

（例：ｇｅｔ ｆｔｐｇｕｉｄｅ．ｔｘｔ） 
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  ５．８ ライブラリー・メンバーの削除 

     

リスト５－８．ライブラリー・メンバーの削除例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

ftp> cd (libr).IABC.TESTLIB 

250 Currently to library IABC.TESTLIB 

 

ftp> ls 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

ORDER.00 

TEMPFILE 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

Access      Owner    Account   Size      Last updated       Name 

-rw-rw----   IABC001     IABC      1010  98/04/24 07:31:20  ORDER.00 

-rw-rw----   IABC001     IABC      3030  98/04/24 07:31:05  TEMPFILE 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

ftp> del TEMPFILE 

250 Member deleted. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

Access      Owner    Account   Size      Last updated       Name 

-rw-rw----   IABC001     IABC      1010  98/04/24 07:31:20  ORDER.00 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 

 

１．ライブラリー“ＩＡＢＣ．ＴＥＳＴＬＩＢ”に対してｃｄコマンドを出します。 
 
２．ｌｓコマンドを出すと、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはライブラリー内の全てのメンバーのリスト

を表示します。 
ｌｓ －ｌコマンドを出すと、各メンバーの詳細情報を表示します。 

 
３．メンバー“ＴＥＭＰＦＩＬＥ”をライブラリーから削除します。 
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  ５．９ パススルー処理 

     

    ５．９．１ 概要 

        

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰにＩＥコマンドをパススルーさせて、直接ＩＥ／ＥＸに送ることができま

す。 

 

以下はコマンド例です。 

 

site  passthru  s  sdiinqs  'RESPINQ S1' 

        

ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドは次の４つの要素で構成されています。 

 

①コマンド（ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕ） 

②応答モード（［ａ｜ｓ］） 

③ＩＥコマンド名 

④ＩＥコマンド本体（単引用符で囲みます。） 

 

ＩＥからの応答は、同期または非同期で受信できます。但し、コマンドによってＩＥ／ＥＸは応

答を戻さない場合があります。 

 

  パススルー処理をサポートするコマンドは以下の通りです。 

 

１）ＩＥ／ＥＸは、次のコマンドに関してはＩＥの応答を戻します。 

 

・ＳＤＩＩＮＱＡ：ニックネーム照会コマンド 

・ＳＤＩＡＲＴＶ：保管メッセージ取り出しコマンド 

・ＳＤＩＡＵＤＢ：オーディット・ブラウズ・コマンド 

・ＳＤＩＡＵＤＲ：オーディット取り出しコマンド 

・ＳＤＩＬＢＲＷ：ブラウズ・ライブラリー・コマンド 

・ＳＤＩＬＤＥＬ：ライブラリー定義コマンド 

・ＳＤＩＬＤＥＬ：ライブラリー削除コマンド 

・ＳＤＩＴＩＴＬ：ライブラリー・タイトル・コマンド 

・ＳＤＩＬＬＳＴ：リスト・ライブラリー・コマンド 

・ＳＤＩＬＭＢＲ：リスト・ライブラリー・メンバー・コマンド 

・ＳＤＩＩＮＱＭ：メッセージ照会コマンド 

・ＳＤＩＱＵＭＳ：メッセージ蓄積照会コマンド 

・ＳＤＩＬＳＣＨ：ライブラリー検索コマンド 

・ＳＤＩＩＮＱＳ：セッション照会コマンド 

・ＳＤＩＴＲＬＢ：セッション・トレース・ブラウズ・コマンド 

・ＳＤＩＲＣＤＨ：ライブラリー・メンバーＣＤＨ取り出しコマンド 

・ＳＤＩＴＲＬＲ：セッション・トレース取り出しコマンド 

・ＳＤＩＰＲＧＭ：メッセージ削除（受信者）コマンド 

・ＳＤＩＬＲＴＶ：ライブラリー・メンバー取り出しコマンド 

・ＳＤＩＬＤＬＭ：ライブラリー・メンバー削除コマンド 
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２）次のコマンドに対してＩＥ／ＥＸはコマンドを受け付けますが、ＩＥ／ＥＸは応答を戻

しません。 

      

・ＳＤＩＣＮＣＬ：メッセージ取り消しコマンド（送信者） 

・ＳＤＩＤＡＬＳ：ニックネーム定義コマンド 

・ＳＤＩＬＳＴＤ：リスト定義コマンド 

・ＳＤＩＬＳＴＶ：リスト検証コマンド 

・ＳＤＩＬＴＳＴ：テスト・メッセージ・ロード・コマンド 

      

３）次のコマンドに対してＩＥ／ＥＸは処理結果に応じて、ＩＥ応答を戻すことも戻さない

こともあります。 

 

・ＳＤＩＰＲＯＢ：宛先検証コマンド  

 

４）以下のＩＥコマンドはパススルーをサポートしません。 

      

・ＳＤＩＳＳＴＡ：セッション開始コマンド 

・ＳＤＩＳＥＮＤ：セッション終了コマンド 

・ＳＤＩＳＮＤＭ：メッセージ送信コマンド 

・ＳＤＩＲＣＶＭ：メッセージ受信コマンド 

・ＳＤＩＣＭＩＴ：コミット・コマンド 

・ＳＤＩＰＡＣＥ：ペース・コマンド 

・ＳＤＩＣＲＳＰ：コミット要求応答 

・ＳＤＩＰＲＳＰ：ペース要求応答 

 

    ５．９．２ ＩＥコマンドの本体 

        

コマンドに続きＩＥ／ＥＸに送られるテキスト部分です。 

単引用符で囲む必要があります。 

 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、ＩＥインターフェース・ガイドに従い、次のようにしてＩＥ／ＥＸに

送る完全なコマンドを作成します。 

 

・ＣＯＭＭＡＮＤフィールドは、パススルー・コマンドのコマンド・フィールドになります。 

・ＡＣＣＮＴＮＯ、ＵＳＥＲＩＤのフィールドは、現在のＩＥ／ＥＸにログインしているもの

になります。 

・ＳＥＳＳＫＥＹのフィールドは、現在のＩＥ／ＥＸセッションのものになります。 

・コマンドの残り部分は、パススルー・コマンドで指定されたテキスト部分になります。 

 

ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンド中の本体のテキストは『ＩＥ／ＥＸプロトコル ご利用の

手引き』に記述されているものから、ＣＯＭＭＡＮＤ、ＡＣＣＮＴＮＯ、ＵＳＥＲＩＤ、ＳＥＳ

ＳＫＥＹを除いたものです。 
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    ５．９．３ ｓｉｔｅ  ｐａｓｓｔｈｒｕの応答の受信 

        

１）同期応答モード 

     

同期モードでは、ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドに対するＩＥ／ＥＸの応答はＦ

ＴＰ応答として戻ります。 

 

２００     ：インフォメーション応答としての標準ＦＴＰ応答コード。 

ｒｒｒｒｒｒｒｒ：ＩＥコマンドで指定した応答名（‘ＲＥＴＲＳＰＥＣ’フィールド）

が示されます。 

‘ｔｔｔｔ．．’：応答本体のテキスト。単引用符で囲まれています。 

       

以下は同期のＦＴＰ応答例です。 

 

200 RESPINQ 'S960621150909960621150090800000100000000000000000000 1' 

 

応答の本体は、ＩＥ応答のテキストから前についているＣＯＭＭＡＮＤ、ＡＣＣＮＴＮ

Ｏ、ＵＳＥＲＩＤ、ＳＥＳＳＫＥＹを取り外したものです。 

 

２）非同期応答モード 

 

非同期モードでは、ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドに対するＩＥ／ＥＸの応答は

ファイルとして蓄積されます。 

 

以下は非同期のＦＴＰ応答例です。 

 

200 PASSTHRU command sent, get PASSTHRU.RSP for the response. 

 

ｇｅｔ ＰＡＳＳＴＨＲＵ．ＲＳＰコマンドを出すことにより、ＩＥからの応答が含ま

れているファイルを受信できます。 

 

 

（注意）他のｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドを出したり、セッションを終了させ

たりした場合、応答は失われます。 

        

応答ファイルの省略値は、“ＰＡＳＳＴＨＲＵ．ＲＳＰ”です。 
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    ５．９．４ 応答無しのコマンド 

        

あるＩＥコマンド、例えばＳＤＩＬＳＴＶのようなものは、ＩＥからの応答は戻りません。（こ

のコマンドの詳細については『ＩＥ／ＥＸプロトコル ご利用の手引き』を参照してください。） 

 

応答無しのＩＥコマンドは、同期モードの時だけ出すことができます。ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは

コマンドをＩＥ／ＥＸに送った後、次のＦＴＰ応答を戻します。 

 

200 Passthru command submitted. 

 

もし、これらのコマンドを非同期モードで送ろうとすると、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはこのコマン

ドを実行せず、次のＦＴＰ応答を戻します。 

 

501 That PASSTHRU command has no reply so cannot have Async response set. 

 

 

    ５．９．５ エラー応答 

        

ＩＥ／ＥＸがＩＥインターフェース・コマンドの誤りを検出した時は、‘ＳＤＩＥＲＲ’で始ま

るエラー・メッセージを戻します。 

この場合、ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドに対応するＦＴＰ応答には、エラー・メッセー

ジが含まれます。 

 

以下はＦＴＰ応答例です。 

        

501 SDIERR 'THE FOLLOWING COMMAND WAS NOT EXECUTED BECAUSE: 00002...' 

 

エラー識別子‘ＳＤＩＥＲＲ’を含む応答には、単引用符で囲まれたエラー・テキストが続きま

す。 

 

  非同期モードでは、エラー・テキストは応答ファイルに入ります。 

 

応答無しのＩＥコマンドの場合、エラー・メッセージはメール・ボックスに“＊ＳＹＳＴＥＭ＊．

＊ＥＲＲＭＳＧ＊”で蓄積されます。 
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  ５．１０ 複合宛先指定の使用 

     

以下は、送信及び受信、リストなどの複合宛先指定の例です。 
 
リスト５－９．複合宛先指定の例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

ftp> ls ie::/*.*/orders 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

FFB6C4FF66D00710D1C1._IE 

FFB6C4FFF77D39C8D1C1._IE 

226 List for user (    ).*.*, class ORDERS transferred O.K. 

 

ftp> ls ie::/*.*/orders/-l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB6C4FF66D00710D1C1._IE     IABC    IABC001  ORDERS   0000001000 980518 164957 
FFB6C4FFF77D39C8D1C1._IE     IABC    IABC002  ORDERS   0000002000 980518 170228 
226 List for user (    ).*.*, class ORDERS transferred O.K. 

 

ftp> prompt off 

対話型モード オフ。 

 

ftp> mget ie::/*.*/orders 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 FFB6C4FF66D00710D1C1 from     .    IABC.IABC001  class   ORDERS O.K. 

1000 バイトを 1.306 秒で受信しました (0.7475 キロバイト／秒) 

ローカル: FFB6C4FF66D00710D1C1._IE リモート: FFB6C4FF66D00710D1C1._IE 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 FFB6C4FFF77D39C8D1C1 from     .    IABC.IABC002  class   ORDERS O.K. 

2000 バイトを 1.995 秒で受信しました (0.9791 キロバイト／秒) 

ローカル: FFB6C4FFF77D39C8D1C1._IE リモート: FFB6C4FFF77D39C8D1C1._IE 

 

ftp> get ie::/IABC.IABC001/invoice /testftp/test/invoice.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class INVOICE. O.K. 

3000 バイトを 1.871 秒で受信しました (1.566 キロバイト／秒) 

ローカル: /testftp/test/invoice.001 リモート: ie::/IABC.IABC001/invoice 

 

ftp> put /testftp/test/invoice.005 ie::/IABC.IABC001/invoice 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (    ).IABC.IABC001 with class INVOICE. O.K. 

4040 バイトを 0.001087 秒で送信しました (3630 キロバイト／秒) 

ローカル: /testftp/test/invoice.005 リモート: ie::/IABC.IABC001/invoice 
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 ５ 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

ftp> get ie::/*.*/* /testftp/test/File.001 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class @STATUS O.K. 

5000 バイトを 2.515 秒で受信しました (1.942 キロバイト／秒) 

ローカル: /testftp/test/File.001 リモート: ie::/*.*/* 

 

ftp> put /testftp/test/newsletter ie::/(list).supplier/news 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (LIST).SUPPLIER.         with class NEWS. O.K. 

6060 バイトを 0.001266 秒で送信しました (4675 キロバイト／秒) 

ローカル: /testftp/test/newsletter リモート: ie::/(list).supplier/news 

 

ftp> put /testftp/test/testedi3 ie::/edi 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226-EDI processing started. 

00 X 0000001 002262     IABC    .IABC001  #E2      000022223      Sent O.K. 

00 X 0002263 002262     IABC    .IABC002  #E2      000022223      Sent O.K. 

00 X 0004525 002262     IABC    .IABC003  #E2      000022223      Sent O.K. 

226 0 S00003 E00000 EDI processing complete.  

6961 bytes sent in 0.01 seconds (696.10 Kbytes/sec) 

 

ftp> bin 

200 Type now set to I. 

 

ftp> put /testftp/test/DOWNLOAD ie::/(libr).iabc.testlib/DOWNLOAD 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (LIBR).IABC.TESTLIB with class . O.K. 

8000 バイトを 0.000861 秒で送信しました (9074 キロバイト／秒) 

ローカル: /testftp/test/DOWNLOAD リモート: ie::/(libr).iabc.testlib/DOWNLOAD 

 

ftp> ls ie::/(libr).iabc.testlib 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

DOWNLOAD 

226 List for library IABC.TESTLIB transferred O.K. 
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１．複合宛先“ｉｅ：：／＊．＊／ｏｒｄｅｒｓ”でｌｓコマンドを出します。これはお客様宛

の全ての差出者からのメッセージ識別コードが“ＯＲＤＥＲＳ”のものをリストします。 

 

複合宛先“ｉｅ：：／＊．＊／ｏｒｄｅｒｓ／－ｌ”のｌｓコマンドでは、上記のリストを

長形式で出力します。 

 

（注意）複合宛先ではスペースを空けないください。“－ｌ”は、“ｉｅ：：／＊／＊／ｏ

ｒｄｅｒｓ”の後にスペースを空けずに指定します。  

 

２．mget  ie::/*.*/orders/コマンドは、お客様宛の全ての差出者からのメッセージ識別コード

が“ＯＲＤＥＲＳ”のものを受信します。 

 

３．get  ie::/IABC.IABC001/invoice  /testftp/test/invoice.001コマンドは、差出者が“ＩＡ

ＢＣ．ＩＡＢＣ００１”で、メッセージ識別コードが“ＩＮＶＯＩＣＥ”のメッセージを受

信し、ローカルの“/testftp/test/invoice.001”に保管します。 

 

４．put  /testftp/test/invoice.005  ie::/IABC.IABC001/invoiceコマンドは、ローカル・ファ

イルの“/testftp/test/invoice.005”を“ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００１”宛にメッセージ識別

コードを“ＩＮＶＯＩＣＥ”で送ります。 

 

５．get  ie::/*.*/*  /testftp/test/File.001コマンドは、お客様宛の全てのメッセージのうち、

最初のメッセージだけを受信し、ローカル・ファイルの“/testftp/test/File.001”に保管

します。 

 

６．これはローカル・ファイルの“/testftp/test/newsletter”をデリバリー・リスト“ｓｕｐ

ｐｌｉｅｒ”に送ります。 

 

７．put  /testftp/test/testedi3  ie::/ediコマンドでＥＤＩファイルであるローカル・ファイ

ルの“/testftp/test/testedi3”をＩＥ／ＥＸに送ります。 

 

８．ライブラリー“ＩＡＢＣ．ＴＥＳＴＬＩＢ”に新しいメンバー“ＤＯＷＮＯＡＤ”を送りま

す。ｌｓコマンドは複合宛先でライブラリーを照会しています。 

メンバー“ＤＯＷＮＬＯＡＤ”が追加されていることがわかります。  
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６ ｓｉｔｅコマンドの使用方法 

      

お客様は、ｓｉｔｅコマンドを入力してＩＥ／ＥＸに関する処理オプションを表示したり変更し

たりすることができます。 

ある一部のｓｉｔｅコマンドは、その関連する機能を有効にするか、無効にするかの指定の為に

パラメーターを必要とします。１が機能を有効にする指定です。０が機能を無効にする指定です。

下線がついているものはデフォルトの値です。 

お客様のＦＴＰクライアントが、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートしていないと

き、以下の代替方法が使える場合があります。 

      

１）ｑｕｏｔｅコマンドを使用する。 

 

quote  site  getaudit  010104-010109  local  all  recv 

      

２）ｓｉｔｅコマンドの本体を二重引用符で囲む。 

 

site  "quote  site  getaudit  010104-010109  local  all  recv" 

 

  ６．１ ＦＴＰセッション制御のためのＳｉｔｅコマンド 

 

    ６．１．１ ｓｉｔｅ  ｉｄｌｅ 

        

このコマンドを入力すると、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはＦＴＰの制御用接続に対するアイドル・タ

イムアウトの値を返します。単位は秒です。アイドル・タイムアウトは、ＦＴＰの制御用接続が

まったく使われない状態でいられる最大時間です。この時間を超えると、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰ

は自動的にＩＥ／ＥＸのセッションを終了させるとともに、ＦＴＰの制御用接続を終了させます。 
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    ６．１．２ ｓｉｔｅ  ｓｙｓｔｅｍ 

 

       ｓｉｔｅ    ｓｙｓｔｅｍ［０｜ｎ］ 

        
このコマンドは、お客様のシステム・タイプを入力します。システム・タイプの違いは、以下の

表をご覧ください。通常は、特に指定せずにご使用できます。 

  「４ メッセージの表示」の項もあわせて参照してください。 

 

表６－１．システム・タイプの種類 

システム・タイプ 説明 
 ０ デフォルトの値です。ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージの

ファイル名を作成しますが、そのファィル名は長いファイル名で“ｍｓｇｋｅ
ｙ．＿ＩＥ”の形式になります。 

 １，２ 未使用 
 ３ ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージのファイル名を作成しま

すが、そのファィル名は短いファイル名で“ｎｎｎｎｎｎｎｎ．＿ＩＥ”の形
式になります。 

 ４ ＬＩＳＴ又はＮＬＳＴコマンドの応答よりメッセージのファイル名を作成しま

すが、そのファイル名は長いファィル名で“ｍｓｇｋｅｙ．ＩＥ”の形式にな
ります。 
拡張子が“＿ＩＥ”ではなく、“ＩＥ”となります。 

（注）ＬＩＳＴ、ＮＬＳＴコマンドは、付録「Ａ－２ ＦＴＰコマンド」を参照してください。

ＦＴＰユーザー・コマンドのｌｓ －ｌ、ｌｓコマンドに対応します。 

       

    ６．１．３ ｓｉｔｅ  ｌｉｓｔｓｔｙｌｅ 

        

ｓｉｔｅ    ｌｉｓｔｓｔｙｌｅ［ｌｏｎｇ｜ｓｈｏｒｔ｜ｆｉｌｅｎａｍｅ］ 
        

ｌｓ －ｌコマンドの応答の形式を指定します。 

「４ メッセージの表示」の項もあわせて参照してください。 

デフォルトの値はｌｏｎｇです。 

 



                                                                                           ４８

    ６．１．４ ｓｉｔｅ  ｒｅｓｐ２２６ 

        

ｓｉｔｅ    ｒｅｓｐ２２６［ｎｏｒｍａｌ｜ｆｉｌｅｎａｍｅ］ 
        

メッセージを受信した時の“２２６”応答の形式を指定します。 

デフォルトの値はｎｏｒｍａｌです。 

        

ｓｉｔｅ ｒｅｓｐ２２６コマンドでｆｉｌｅｎａｍｅを指定すると、メッセージを受信し
た時に複数行の“２２６”応答が戻ります。 

２行目には、オリジナル・ファイル名を含んだ応答が戻ります。 

以下は、短いファイル名による例です。 

        

①メール・ボックスのファイル名による時 

         

ＩＥ／ＥＸのメッセージ情報にオリジナル名が含まれている場合の出力例は以下の通り

です。 

 

 226-            00000003 from     .    IABC.IABC001  class   ORDERS O.K. 

 226             00000003._IE  invoic.001 

         

ＩＥ／ＥＸのメッセージ情報にオリジナル名が含まれていない場合の出力例は以下の通

りです。 

 

 226-            00000003 from     .    IABC.IABC001  class   ORDERS O.K. 

 226             00000003._IE  00000003._IE 

        

②ローカルのファイル名による時 

         

ＩＥ／ＥＸのメッセージ情報にオリジナル名が含まれている場合の出力例は以下の通り

です。 

 

 226-File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class ORDERS. O.K. 

 226 Original name was order.001 

         

ＩＥ／ＥＸのメッセージ情報にオリジナル名が含まれていない場合の出力例は以下の通

りです。 

 

 226-File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class ORDERS. O.K. 

 226 There was no original filename for this file. 
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  ６．２ ＩＥ／ＥＸセッション制御のためのＳｉｔｅコマンド 

 

    ６．２．１ ｓｉｔｅ  ｃｏｎｆｉｒｍ 

        

ｓｉｔｅ    ｃｏｎｆｉｒｍ［１｜０］ 
 

このコマンドは、次に続くコマンドでＩＥ／ＥＸにファイルをコミットする機能を有効にするか、

無効にするかを指定します。１が有効、０が無効です。 

        

ｓｉｔｅ ｃｏｎｆｉｒｍコマンドをパラメーターなしで入力すると、現在設定されている値が

表示されます。 

        

この機能を有効な状態しておくと、ＦＴＰの制御用接続で次に続くＦＴＰコマンドをＴＣＰ／Ｉ

Ｐ－ＦＴＰが受け取った時、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはＩＥ／ＥＸにファイルをコミットするよう

に要求します。 

もし、ファイル転送後にＦＴＰの制御用接続から何らかの追加のコマンドがＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴ

Ｐに来ない場合、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはお客様とのセッションが失われたと判断してＩＥ／Ｅ

Ｘにファイルのコミットを要求しません。 

従って、もしお客様がファイル転送を開始した後、セッションがタイムアウトになった場合、フ

ァイル転送は失敗になります。 

        

ファイルのコミットを要求するには、ＮＯＯＰコマンドを用いることができます。ＮＯＯＰコマ

ンドを入力した場合、以下の応答が戻ります。他のコマンドを入力した場合、この応答は戻りま

せん。 

 

２００ Ｆｉｌｅ ｎｏｗ ｃｏｍｍｉｔｔｅｄ ｉｎ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｅｘｃ

ｈａｎｇｅ． 

        

この機能を無効な状態にしておくと、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはクライアントに“２２６”応答を

返した後ＩＥ／ＥＸに対してファイルのコミットを要求します。 

  又、ＦＴＰプロトコルの技術的な制限により、以下のようなことが発生します。 

        

①部分メッセージの送信（ファイルを送り終わる前にセッションが中断した場合） 

②メッセージの一部の受信とそのメッセージのメール・ボックスからの削除（受信中にセッ

ションが中断した場合） 

        

もし、お客様のセッションがタイムアウトになると、ファイル転送中のものはＩＥ／ＥＸにコミ

ットされてしまいます。 

        

ＩＥ／ＥＸへのファイルのコミットは非常に重要な事項ですので、一部重複しますが「７．４ メ

ッセージのコミットについて」の項もあわせて参照してください。 
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    ６．２．２ ｓｉｔｅ  ｐｒｏｂｅ 

        

ｓｉｔｅ    ｐｒｏｂｅ［１｜０］ 
       

このコマンドは、ｃｄ、ｐｕｔ又はｍｐｕｔコマンドを出したときに検証機能を有効にするか、

無効にするかを指定します。１が有効、０が無効です。 

 

ｓｉｔｅ ｐｒｏｂｅコマンドをパラメーターなしで入力すると、現在設定されている値が表示

されます。 

 

設定の効果は、お客様のセッションが終了するか、新しいユーザーＩＤでログインするか又は他

のｓｉｔｅ ｐｒｏｂｅコマンドを入力するまで持続します。 

        

  検証機能が設定されると、以下のコマンドの時に機能します。 

         

１．ｃｄコマンドの実行時、次のことを検証します。 

①存在しない顧客コード／ユーザーＩＤ 

②存在しないデリバリー・リスト 

２．ｐｕｔ、ｍｐｕｔコマンドの実行時、次の場合はデータを送信しません。 

①存在しない顧客コード／ユーザーＩＤ 

②存在しないデリバリー・リスト 

③送信相手との料金負担区分の不一致 

        

  （注意）この設定は内包宛先の時には機能しません。 

 

    ６．２．３ ｓｉｔｅ  ｓｅｓｓｋｅｙ 

        

このコマンドの応答としてＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、現在のＩＥ／ＥＸセッションのセッシ

ョン参照キーを戻します。 
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  ６．３ メッセージ制御のためのＳｉｔｅコマンド 

 

    ６．３．１ ｓｉｔｅ  ｍｓｇｒｃｐｔｓ 

        

ＥＸ形式状況確認メッセージ（＠ｓｔａｔｕｓ）に対する指定を行います。 

デフォルトの値は、ｎでＥＸ形式状況確認メッセージを作成しません。 

ＥＸ形式状況確認メッセージを作成するためには、ｂを指定してください。 

ＥＸ形式状況確認メッセージについては『＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書』を参照してください。 

 

    ６．３．２ ｓｉｔｅ  ｍｓｇｎａｍｅ［ｎａｍｅ］ 

        

  ＩＥ／ＥＸに送るメッセージに名前をつけることができます。 

ｎａｍｅは８桁以内の英数字です。デフォルトの値はブランクです。 
 

    ６．３．３ ｓｉｔｅ  ｍｓｇｓｅｑｎ［ｓｅｑｕｅｎｃｅ］ 

        

  ＩＥ／ＥＸに送るメッセージに番号をつけることができます。 

ｓｅｑｕｅｎｃｅは５桁以内の英数字です。デフォルトの値はブランクです。 
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  ６．４ ＩＥ／ＥＸ機能のためのＳｉｔｅコマンド 

 

    ６．４．１ ｓｉｔｅ  ａｒｃｒｅｆｉｄ 

        

ｓｉｔｅ    ａｒｃｒｅｆｉｄ［*ｔｏｄａｙ*|*ｓｅｓｓｉｏｎ*| 
ａｒｃｈｉｖｅｎａｍｅ］ 

        

このコマンドは、お客様がメール・ボックスからメッセージを受信するときにＩＥ／ＥＸの保管

機能を使用することを指定します。受信したメッセージはＩＥ／ＥＸのお客様のユーザー・プロ

ファイルで指定された期間（保管日数）保管されます。 

この保管日数に０（ゼロ）が指定されていた場合、メッセージは保管されません。 

        

お客様は一意な保管参照キーをつけることにより、いくつかの異なった保管を持つことができま

す。もし、お客様が既に存在している保管参照キーを指定すると、受信したメッセージはその保

管に追加されます。新しい保管参照キーを指定すると、次に受信したメッセージから新しい保管

に入れられます。 

        

保管参照キーの指定の有効性は、お客様のセッションが終了するか、新しいユーザーＩＤでログ

インするか又は他のｓｉｔｅ ａｒｃｒｅｆｉｄコマンドを入力するまで持続します。 

        

保管参照キーの指定は以下の通りです。 

 

表６－２．保管参照キーの種類と機能 

パラメーター 機能 
＊ｔｏｄａｙ＊ 
 

 

このコマンドを出した後、受信すると保管参照キーは現在の日付になり

ます。形式はＡＲｙｙｍｍｄｄです。 

（例）200 ARCREFID set to [AR010109]. 

＊ｓｅｓｓｉｏｎ＊ 
 

 

このコマンドを出した後、受信すると保管参照キーとして８桁の英数字

からなる現在のＩＥ／ＥＸのセッション参照キーが使われます。 

（例）200 ARCREFID set to [TEBJNQZC]. 

ａｒｃｈｉｖｅｎａｍｅ 
 

お客様で８桁の英数字からなる名前を指定でます。 

（例）200 ARCREFID set to [TCPIPFTP]. 

 
        

保管取り出しをする場合は、お客様のユーザー・プロファイルで保管を“Ｙ”にし、０よりも大

きい保管日数を指定してください。保管日数の指定についてはＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクにご

相談ください。 
 

    ６．４．２ ｓｉｔｅ  ｇｅｔａｒｃｈｉｖｅ  ａｒｃｒｅｆｉｄ 

        
以下のコマンドで保管されたメッセージの取り出しができます。 

 
ｓｉｔｅ    ｇｅｔａｒｃｈｉｖｅ  ａｒｃｒｅｆｉｄ 

        
ａｒｃｒｅｆｉｄには、保管参照キーを指定してください。保管取り出しされたメッセージは、
お客様のメール・ボックスに蓄積されますので通常のメッセージの受信と同じ方法で受信できま

す。 
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    ６．４．３ ｓｉｔｅ  ｇｅｔａｕｄｉｔ 

        

ＩＥ／ＥＸからオーディット・トレールの取り出し要求ができます。取り出された結果は、差出

者が“＊ＳＹＳＴＥＭ＊．＊ＡＵＤＩＴＳ＊”で、メッセージ識別コードが“＃ＳＡＵＤＩＴ”

で要求者のメール・ボックスに蓄積されます。 

オーディット・トレールは、メッセージ処理状況に関するレコードです。詳しくは『＜ＩＥ／Ｅ

Ｘ＞ 概説書』を参照してください。オーディット・レコードのフォーマットについては、付録

「Ｃ オーディット・レコード・フォーマット」を参照してください。 
 

以下は、オーディット・トレールを取り出すコマンドについての説明です。 
        

ｓｉｔｅ    ｇｅｔａｕｄｉｔ［［ｄａｔｅｆｒｏｍ］－［ｄａｔｅｔｏ］］ 
［ｓｅｎｄ｜ｒｅｃｖ｜ｂｏｔｈ］［ｌｏｃａｌ｜ｇｍｔ］ 
［ａｌｌ｜ｕｎｄｅｌｉｖｅｒｅｄ｜ｄｅｌｉｖｅｒｅｄ｜ｐｕｒｇｅ］ 

 
表６－３．ｓｉｔｅ ｇｅｔａｕｄｉｔコマンドのパラメーター 
パラメーター 機能 
datefrom – dateto オーディットの範囲を日付で指定します。 

datefrom-   ：'datefrom'からのメッセージのオーディットを取り
出します。 

         デフォルトの値は1950/01/01です。 

 

datefrom-dateto：'datefrom'から'dateto'までのメッセージのオーデ
ィットを取り出します。 

 

-dateto    ：'dateto'までのメッセージのオーディットを取り出
します。 

（注意）範囲を表すため'-'が必要です。 
日付の指定方法は以下のようにします。 

                  YYMMDD   （例）   010109 

                  YYYYMMDD （例） 20010109 

                  CYYMMDD  （例）  1010109 

                                  C = '0':19YY 

                                  C = '1':20YY 

send | recv | both send  ：送信したメッセージのオーディットを指定します。 
recv  ：お客様のメール・ボックスに蓄積されているメッセージ、即ち

既に受信したメッセージ又は受信前に削除したメッセージの

オーディットを指定します。 

both  ：'send'と'recv'の両方のオーディットを指定します。 

local | gmt local ：'datefrom-dateto'に指定する日付がlocal time zone. 
gmt   ：'datefrom-dateto'に指定する日付がGreenwich Mean Time. 

all | undelivered | 
delivered | purged 

メッセージ状態の指定 

all        ：全ての状態（デフォルト値） 
undeliverd ：未受信状態 
delivered  ：受信状態 
purged     ：受信前に削除された状態 

（注）ｓｉｔｅ ｇｅｔａｕｄｉｔコマンドでパラメーターの指定がない時は、以下のパラメ

ーターがデフォルトの値となります。 

19500101-20991231  both  local  all 
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  ６．５ ｓｉｔｅ  ｐａｓｓｔｈｒｕ 

        

以下は、ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドを使用してＩＥのネィティブ・コマンドを出す例

です。 

 

    例：ｓｉｔｅ  ｐａｓｓｔｈｒｕ処理 
 

リスト６－１．ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕ処理の例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 

 １ 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

ftp> quote site passthru s sdiinqm 'RSPINQM 1' 

200 RSPINQM  '9804241608070000039804241510240000000000000000000000030000011' 

 

ftp> quote site passthru a sdiinqm 'RSPINQM 1' 

200 PASSTHRU command sent: get PASSTHRU.RSP for the response. 

 

ftp> get PASSTHRU.RSP 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 Passthru response transferred O.K. 

93 bytes received in 0.001118 seconds (81.23 Kbytes/s) 

local: passthru.rsp remote: passthru.rsp 

 

ftp> quote site passthru s sdilstv 'TESTLST S 1' 

200 Passthru command submitted. 

     

１．最初のパススルー・コマンドを分解すると次のようになります。 
 

ｓ          ：これは同期応答を戻すことを指定します。 

ｓｄｉｉｎｑｍ    ：ＳＤＩＩＮＱＭ（ＩＥのメッセージ照会コマンド）です。 

‘ＲＳＰＩＮＱＭ １’：ＳＤＩＵＮＱＭコマンドで必要なＩＥコマンドの本体です。 

このコマンドの場合は、応答名（ＲＳＰＩＮＱＭ）とレベル（１）

だけです。 

このテキストにコマンド名、現在の顧客コード、ユーザーＩＤ、

セッション参照キーが付加されて完全なＩＥコマンドになります。 

 

このコマンドが同期モードで出されると、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰはＩＥ／ＥＸからの応答を

ＦＴＰ応答に含んで戻します。これを分解すると次のようになります。 

 

ＲＳＰＩＮＱＭ    ：ｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンド本体で指定した応答名です。 

 

‘９８０４２４．．．’：これはＩＥ／ＥＸからの応答の本体です。 

但し、これにはＣＯＭＭＡＮＤ、ＡＣＣＴＮＯ、ＵＳＥＲＩＤ、

ＳＥＳＳＫＥＹが除かれています。この応答については『ＩＥ／

ＥＸプロトコル ご利用の手引き』を参照してください。 
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２．同じｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドが非同期モードで出ています。 
このコマンドのＦＴＰ応答には、パススルー・コマンドの応答を受信するためのファイル名

が返ります。 
この例では、省略値のファイル名“ＰＡＳＳＴＨＲＵ．ＲＳＰ”です。 

 
３．最後にｓｉｔｅ ｐａｓｓｔｈｒｕコマンドでＳＤＩＬＳＴＶ（ＩＥコマンド）を出してい

ます。この特殊なコマンドはＩＥ／ＥＸからの応答を返しません。 
ＦＴＰ応答は、このコマンドがＩＥ／ＥＸに送られたことのみを示します。 
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７ その他 

 

  ７．１ 内包宛先処理 

        

  内包宛先を使用する時には、以下のｃｄコマンドを用いてください。 

 

ｃｄ    ＩＥＥＸ．ＩＥＥＸＥＭＢ／ｍｓｇｕｃｌｓ 
        

ｍｓｇｉｃｌｓに指定したメッセージ識別コードはＩＥ／ＥＸに登録が必要です。この登録（メ
ッセージ処理の登録）により使用する内包処理の形式を指定します。別名を用いるときは、事前

に別名の登録も必要になります。内包処理については『＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書』を参照してく

ださい。登録についてはＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクにご相談ください。 

        

内包データはｐｕｔコマンドを用いて送信します。内包データには、宛先を指定するヘッダーが

必須です。このヘッダーは、基本的にＩＥ／ＥＸで処理をする時にＥＢＣＤＩＣ文字セットであ

る必要があります。 

        

内包データ（ヘッダーやデータ）をＡＳＣＩＩ文字セットからＥＢＣＤＩＣ文字セットに変換し

てメール・ボックスに蓄積したいのであれば、ヘッダーやデータをＡＳＣＩＩ文字セットで作成

し、データ・タイプを指定せず（データ・タイプのデフォルト値はＡＳＣＩＩです）送信してく

ださい。 

一方、ＡＳＣＩＩ文字セットのままメール・ボックスに蓄積したいのであれば、次の二つの方法

があります。 

        

①データ・タイプをＢＩＮＡＲＹで送信する。但し、ヘッダー部分はＥＢＣＤＩＣ文字セッ

トで作成する必要があります。 

②内包処理の形式で“Ｕ４”を使用する。事前に別名の登録及びユーザー形式定義の登録で

ヘキサにてヘッダー識別の登録をしておく必要があります。 

        

（注意）ヘッダーに指定した宛先の存在については、ｓｉｔｅ ｐｒｏｂｅコマンドでは検証

できません。宛先の存在エラー、料金負担区分の矛盾のエラーがあってもＴＣＰ／Ｉ

Ｐ－ＦＴＰは、正常に送信を終了します。送信が成功しても蓄積がされない時は、こ

れらのエラーの可能性が高いのでＥＸ形式状況確認メッセージを受信することにより

確認してください。 
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    例：内包宛先のセッション 
 

リスト７－１．内包宛先のセッション例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 ２ 

ftp> cd IEEX.IEEXEMB/NAIHOUU3 

250 001 Currently to user IEEX.IEEXEMB with class NAIHOUU3. 

 

ftp> put U3ASCII 

200 004 Port command OK. 

150 001 Data connection ready to open 

226 001 File transferred to (    ).IEEX.IEEXEMB with class NAIHOUU3. O.K. 

320 bytes sent in 0.000916 seconds (341.2 Kbytes/s) 

local: U3ASCII  

 

１．ｃｄコマンドの“ＩＥＥＸ．ＩＥＥＸＥＭＢ”は、内包宛先を使う時のキーワードです。 

メッセージ識別コードの“ＮＡＩＨＯＵＵ３”については、事前にＩＥ／ＥＸのメッセージ

処理の登録で、内包データのレコード長やユーザー形式の“Ｕ３”を使用することを登録し

てあります。 

     

２．ｐｕｔコマンドで送信したファイルの先頭には、ヘッダー・レコードがついています。 

以下は、このときのサンプルです。 

 
          HU3      IABCAT1 IABCAT2 
          D23456  DATA 1  UIOPASDFGHJKZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZ 
          D23456  DATA 2  UIOPASDFGHJKZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZ 
          D23456  DATA 3  UIOPASDFGHJKZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZ 
 

        

このサンプルでは、初めのレコードがヘッダーで残りの３レコードがデータです。ヘッダー・レ

コードの１桁目の“Ｈ”がヘッダー識別子、“ＩＡＢＣＡＴ１”が送信者の別名、“ＩＡＢＣＡ

Ｔ２”が宛先の別名です。ヘッダーのどのフィールドがどういう意味を持つかは、事前にユーザ

ー形式定義の登録で登録しておきます。別名が“ＩＡＢＣＡＴ１”の真のユーザーＩＤは“ＩＡ

ＢＣ．ＩＡＢＣ００１”、別名が“ＩＡＢＣＡＴ２”の真のユーザーＩＤは“ＩＡＢＣ．ＩＡＢ

Ｃ００２”です。この対応関係は、事前に別名の登録で登録しておきます。 

 

この結果、“ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００１”から“ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２”宛にメッセージ識

別コードが“ＮＡＩＨＯＵＵ３”でメッセージが蓄積されます。サンプルでは、ヘッダーやデー

タがともにＡＳＣＩＩ文字セットです。又、データ・タイプもＡＳＣＩＩ（デフォルト値）にて

送信しているので、データはＥＢＣＤＩＣ文字セットで蓄積されます。 
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  ７．２ ＥＸ形式状況確認メッセージ 

        

ＥＸ形式状況確認メッセージ（＠ｓｔａｔｕｓ）には、半角カタカナが含まれます。ＴＣＰ／Ｉ

Ｐ－ＦＴＰから受信する場合、データ・タイプをＢＩＮＡＲＹにて受信し、お客様が変換する必

要があります。 

        

ＥＸ形式状況確認メッセージは、半角カタカナの処理が可能な端末で受信することをお勧めしま

す。 

 

ＥＸ形式状況確認メッセージの生成のためには、以下のｓｉｔｅコマンドを指定してください。 

 

ｓｉｔｅ    ｍｓｇｒｃｐｔｓ  ｂ 

        

ＥＸ形式状況確認メッセージについては『＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書』を参照してください。 

 

  ７．３ クライアント・アプリケーション 

        
  ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰのクライアントを作成するには次の三つの方法があります。 
 

１）対話形式でコマンドを打つ方法 
デモなどの使用頻度が少ないお客様に適しています。 
この場合、お客様側で問題が起きないように手順書を作りＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを使用

してください。 
このサンプルとしては、付録「Ｄ 対話形式のセッション例」を参考にしてください。 

 
２）スクリプトを使う方法 

早く簡単にＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを使用するのに適しています。 
ただし、ＦＴＰコマンド列をバッチ的に実行する為に異常が起きた時は、ＦＴＰコマン

ドと応答を詳細に調べる必要があります。 
 

３）ＦＴＰクライアント・プログラムを作成する方法 
ＴＣＰ／ＩＰの通信プログラムを作成するので難しい方法です。 
この方法を採用される場合は、付録「Ａ－２ ＦＴＰコマンド」を参照して、ＴＣＰ／

ＩＰ－ＦＴＰがサポートしているコマンドをよく理解するとともにＲＦＣ９５９の規定

事項を熟読されることをお勧めします。 
 

  ７．４ メッセージのコミットについて 

      

ＩＥ／ＥＸは、ファイル単位でメッセージのコミットをします。モデム、回線等の障害により、

データ送信時に中途半端なデータの蓄積が発生したり、データ受信時に極めて希ですが、データ・

ロストが発生したりする場合があります。 

このような問題を回避するために、以下のｓｉｔｅコマンドを提供しています。 

      

ｓｉｔｅ    ｃｏｎｆｉｒｍ  １ 

 

ｃｏｎｆｉｒｍ １を指定することお勧めします。デフォルトの値は、ｃｏｎｆｉｒｍ ０です

ので明示的に指定する必要があります。 
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①ｓｉｔｅ ｃｏｎｆｉｒｍ １ を使用した場合 

        

“２２６”応答を受信後、クライアントから次に続くＦＴＰコマンドあるいはＮＯＯＰコマ

ンドを入力しない限り、メッセージはＩＥ／ＥＸにコミットされません。“２２６”応答を

確認後、ＦＴＰコマンド（ｐｕｔ、ｇｅｔ、ｂｙｅ等のコマンド）あるいはＮＯＯＰコマン

ドを入力し、メッセージをコミットしてください。 

障害により“２２６”応答を受信できなかった場合は、メッセージはコミットされません。

ＦＴＰプログラムを終了した上で、再送してください。 

 

ＮＯＯＰコマンドを入力した場合、以下の応答が戻ります。他のコマンドを入力した場合、

この応答は戻りません。 

 

２００ Ｆｉｌｅ ｎｏｗ ｃｏｍｍｉｔｔｅｄ ｉｎ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｅｘ

ｃｈａｎｇｅ． 

      

②ｓｉｔｅ ｃｏｎｆｉｒｍ ０（デフォルト値）を使用した場合 

        

データ送信時にＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰが検知できない障害でデータ転送が停止した場合、Ｔ

ＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは、データの終わりと判断して“２２６”応答をクライアントに送信し

ます。その後、メッセージをコミットしてしまうため、中途半端なメッセージの蓄積となり

ます。 

    データ受信時に極めて希ですが、データ・ロストが起こる可能性があります。 

        

ｓｉｔｅコマンドが使用できないクライアント・ソフトは、以下のメッセージを確認した上

で、データ転送の完了としてください。 

 

２２６ Ｆｉｌｅ ｔｒａｎｓｆｅｒｒｅｄ ｆｒｏｍ（ｔｏ）．．． 

 

この“２２６”応答のメッセージを表示できないクライアント・ソフトはご使用にならない

でください。 

        

ｓｉｔｅコマンドを使用できないクライアント・ソフトはお勧めできません。使用する場合

は、自動運用には不適当です。 

        

また、データ・ロストに対応できるようにユーザー・プロファイルで保管日数を指定するこ

とをお勧めします。 

 

  ７．５ 障害時の対応 

      

ＦＴＰのセッションが中断した場合（ｃｏｎｆｉｒｍ １が前提）は、再送してください。 

 

また、無応答状態になった場合は、タイムアウトを待つようにしてください。ＦＴＰの制御用接

続が切断されてからＦＴＰプログラムを終了した上で、再送してください。 

      

タイムアウトを待たずにＦＴＰコマンド（ｂｙｅ等のコマンド）を入力したり、あるいは強制終

了したりすると、クライアントによってはメッセージをコミットさせてしまう意味合いのコマン

ドをＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに送信してしまい、二重蓄積やデータ・ロストの原因となります。 
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  ７．６ その他の考慮点 

      

１）ＦＴＰセッションの正常終了 

        

ＩＥ／ＥＸとのデータ交換後は、ｂｙｅ（又はｑｕｉｔ）コマンド等のクライアントがサポ

ートしている終了コマンドを必ず出して終了するようにしてください。 

終了コマンドを出さないとＩＥ／ＥＸとのセッションが終了しません。このため、問い合せ

によりＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクがセッションの照会を行っても、セッションの終了状況

が表示されませんので異常と判断される場合があります。 

      

２）ＷＡＮなどでの高速接続について 

        

ＷＡＮなどで高速回線を使用した場合は、単一のユーザーＩＤでのデータ交換で回線の速度

を十分に生かせないことがあります。この場合、複数ユーザーＩＤを使用してＴｏｔａｌで

の回線効率を上げる等の工夫を考慮してください。 
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  付録   
 

Ａ サポートしているＦＴＰコマンド 

      

ここでは、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰがサポートしているユーザー・コマンドについて述べます。又、

ＲＦＣ９５９で規定されているＦＴＰコマンドについても述べます。これらのコマンドの正確な

書式は、お客様の導入しているＦＴＰのユーザー・インターフエースにより異なりますのでご注

意ください。 

もし、お客様がサポートされていないＦＴＰコマンドを使用した場合、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰは

以下の応答を返します。 

      

５０２ Ｃｏｍｍａｎｄ ｎｏｔ ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｅｄ． 

 

  Ａ－１ ＦＴＰユーザー・コマンド 

      

ここでは、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰがサポートしているユーザー・コマンドについて述べます。 

以下は、標準的なクライアントのコマンド例です。 

 

・ａｓｃｉｉ 

データ・タイプをＡＳＣＩＩに設定します。 

 

     ・ｂｉｎａｒｙ 

データ・タイプをＢＩＮＡＲＹに設定します。 

（ＦＴＰクライアントによっては、このコマンドがｉｍａｇｅコマンドの場合もあります。） 

 

・ｂｙｅ 

お客様のＩＥ／ＥＸとのセッションを終了します。 

 

     ・ｃｄ ［ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ］［／ｃｌａｓｓ］ 
ｃｌａｓｓ（メッセージ識別コード）とともに用います。データ交換したい相手の指定又
は特定の受信をしたい相手を指定するのに使用します。詳細については「３ ｃｄコマン

ドの使用方法」を参照してください。 

 

     ・ｄｅｌｅ ｆｉｌｅｎａｍｅ 
指定されたメッセージをメール・ボックスから削除します。 

ｆｉｌｅｎａｍｅは、ｌｓ －ｌコマンドを使用して表示させたファイル名です。 
 

・ｇｅｔ ｆｉｌｅｎａｍｅ 
直前に指定されたｃｄコマンドにより、指定された範囲で最初に合致した（原則は蓄積順）

単一のメッセージをメール・ボックスから受信します。 

 

     ・ｌｓ ［－ｌ］ 

直前に指定されたｃｄコマンドにより、指定された範囲の全てのメッセージをメール・ボ

ックスからリスト表示します。 
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・ｍｄｅｌｅ 

直前に指定されたｃｄコマンドにより、指定された範囲の全てのメッセージをメール・ボ

ックスから削除します。 

 

     ・ｍｇｅｔ 

直前に指定されたｃｄコマンドにより、指定された範囲の全てのメッセージをメール・ボ

ックスから受信します。 

 

     ・ｍｏｄｅ Ｓ 

転送モードをＳに設定します。デフォルトの値は、Ｓでストリーム・モードです。これは

データをバイト・ストリームで転送します。 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰでは、ブロック・モードと圧縮モードはサポートしません。 

 

     ・ｍｐｕｔ ｆｉｌｅｓｐｅｃ 
ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを通してＩＥ／ＥＸに一連のファイルを送信します。 

 

     ・ｏｐｅｎ ｘ．ｘ．ｘ．ｘ 
ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのセッションを開始します。 

ｘ．ｘ．ｘ．ｘは、お客様が接続しようとしているＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰのＩＰアドレス
です。（ｘ．ｘ．ｘ．ｘについてはＩＥ／ＥＸのヘルプ・デスクにご確認ください。） 

 

     ・ｐａｓｓ ｐａｓｓｗｏｒｄ［／ｎｅｗｐａｓｓ］ 
お客様のパスワードを変更します。 

 

・ｐｕｔ ｆｉｌｅｎａｍｅ 
       ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰを通してＩＥ／ＥＸに単一のファイルを送信します。 

 

     ・ｒｅｍｏｔｅｈｅｌｐ 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに簡単なヘルプを要求します。 

 

     ・ｓｉｔｅ ｏｐｔｉｏｎ 
セッションに対する特有な値を表示したり変更したりするのに使用します。 

詳細については「６ ｓｉｔｅコマンドの使用方法」を参照してください。 

 

     ・ｓｔｒｕ Ｆ 

データ構造をＦに設定します。デフォルトの値は、Ｆでファイル構造をあらわします。こ

れは内部構造ではなく、ファイルは連続したデータバイト列とみなされます。 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰでは、レコード構造とページ構造はサポートしません。 

 

     ・ｕｓｅｒ ａｃｃｏｕｎｔ．ｕｓｅｒｉｄ［ｐａｓｓｗｏｒｄ［／ｎｅｗｐａｓｓ］］ 
ＩＥ／ＥＸにログインします。 

このコマンドをセッション中に入力した場合は、現在のＩＥ／ＥＸのセッションは終了し、

新しいセッションが開始されます。 

（注意）ユーザーＩＤと同じパスワードは使用できません。 

パスワードに「／」（スラッシュ）は使用できません。 
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  Ａ－２ ＦＴＰコマンド 

      

ここでは、ＲＦＣ９５９で規定されているＦＴＰコマンドについて述べます。 

必須という項目は、ＲＦＣ９５９に従いサポートされなければならないコマンドを示します。 

サポートという項目は、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰがサポートしているものを示します。 

各々の「○」が該当しているものです。 

 

表Ａ－１．ＲＦＣ９５９で規定されているＦＴＰコマンドとＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰがサポートするコ

マンドの対応表 

コマンド 機能 必須 サポート 
ＡＢＯＲ サーバーに対して現在のデータ転送を止めさせ、データ接続を終了さ

せます。 
 ○（注６）

ＡＣＣＴ ユーザーのアカウントを指定します。   （注１）

ＡＬＬＯ サーバーに対して受信ファイルの為にファイル・システムに格納する

スペース量を指定します。 
 ○（注３）

ＡＰＰＥ サーバーに対してクライアントからのファイルを受信する際、もし同

じファイルが存在していれば、そのファイルに追加します。 
  （注１）

ＣＤＵＰ ファイル・システムのディレクトリーのレベルをひとつあげます。   （注１）

ＣＷＤ ファイル・システムのディレクトリーを変更します。  ○ 
ＤＥＬＥ 指定されたファイルを削除します。   
ＨＥＬＰ クライアントがサーバーからヘルプ情報を要求します。  ○ 
ＬＩＳＴ ディレクトリーの内容を表示します。  ○（注４）

ＭＫＤ 指定されたディレクトリーを作成します。   （注１）

ＭＯＤＥ ファイル・モードを指定します。有効なのはＳ、ＢとＣです。 
（Ｓ：ストリーム・モード、Ｂ：ブロック・モード、Ｃ：圧縮モード） 

○ ○（注２）

ＮＬＳＴ ディレクトリーの内容を表示します。  ○（注５）

ＮＯＯＰ サーバーがＯＫ応答を返す以外は何の動作も行わない。 ○ ○ 
ＰＡＳＳ 顧客コード／ユーザーＩＤに対するパスワードを与えます。 ○ ○ 
ＰＡＳＶ 次のデータ転送の際、あたかもクライアントのように振舞うことをサ

ーバーに要求します。即ち、サーバー側からデータ用接続を行うので

はなく、このコマンドの応答に含まれるホスト・アドレスとポート番

号でサーバーがデータ用接続を待ち受けるようにします。これにより

二つのリモート・サーバー間でデータ転送ができます。 

 ○ 

ＰＯＲＴ データ転送のためのデータ・ポートの番号を指定します。 ○ ○ 
ＰＷＤ クライアントの現在のディレクトリーを表示します。  ○ 
ＱＵＩＴ ユーザーを終了させ、制御用接続を終了します。 ○ ○ 
ＲＥＩＮ ユーザーを終了させ、全てのパラメーターをデフォルトの値に戻すが

制御用接続は存続させます。 
  

ＲＥＳＴ ファイルを指定されたデータのチェック・ポイントにスキップさせま

す。 
  

ＲＥＴＲ クライアントがファイルを受信することをサーバーに要求します。 ○ ○ 
ＲＭＤ 指定されたディレクトリーを削除します。   （注１）

ＲＮＦＲ ファイル名を変更するとき、元の名前を指定します。   （注１）

ＲＮＴＯ ファイル名を変更するとき、新しい名前を指定します。   （注１）

ＳＩＴＥ サーバーのシステムに特有なパラメーターを設定します。  ○ 
ＳＭＮＴ ユーザーに異なったファイル・システムのデータ構造のマウントを許

します。 
  （注１）

ＳＴＡＴ クライアントにサーバーの状態情報を要求することを許します。   
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ＳＴＯＲ クライアントからファイルを送信することをサーバーに要求します。 ○ ○ 
ＳＴＯＵ クライアントからファイルを送信することをサーバーに要求します。 

ファイルはディレクトリーに一意な名前で生成されます。 
  （注１）

ＳＴＲＵ ファイル構造を指定します。有効なのはＦ、ＲとＰです。 
（Ｆ：ファイル構造、Ｒ：レコード構造、Ｐ：ページ構造） 

○ ○（注２）

ＳＹＳＴ サーバーのオペレーティング・システムの種類を知るために要求しま

す。 
  

ＴＹＰＥ ファイル・タイプを指定します。有効なのはＡ、Ｅ、ＩとＬです。 
（Ａ：ＡＳＣＩＩ形式、Ｅ：ＥＢＣＤＩＣ形式、Ｉ：イメージ形式、

Ｌ：ローカル形式） 

○ ○（注２）

ＵＳＥＲ ユーザーＩＤを指定するために使用します。 ○ ○ 
（注１）ＩＥ／ＥＸの機能に対応するものがありませんのでサポートされません。 

（注２）ＲＦＣ９５９で記述されているコマンドのパラメーターの全ての値が、ＴＣＰ／ＩＰ－

ＦＴＰによりサポートされるわけではありません。 

ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰでサポートしているのは、ファイル・モードではＳ（ストリーム・

モード）、ファイル構造ではＦ（ファイル構造）、ファイル・タイプではＡ（ＡＳＣＩ

Ｉ形式）とＩ（イメージ形式）です。 

（注３）このコマンドはＲＦＣ９５９でも規定されているように、あたかもＮＯＯＰコマンドと

して取り扱われます。 

（注４）このコマンドは、ＮＬＳＴ －Ｌコマンドとして取り扱われます。 

（注５）このコマンドは、ｍｇｅｔコマンドにメール・ボックスの一覧を提供します。 

（注６）ＡＢＯＲコマンドは、制御用接続を終了させます。 
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  Ａ－３ ＦＴＰコマンドとクライアントＦＴＰコマンド 

      
以下の表は、標準的なクライアント（例えばＵＮＩＸ）のコマンドとＦＴＰコマンド（ＲＦＣ９

５９による）の対比を示しています。 
 
表Ａ－２．標準的なクライアントのコマンドとＦＴＰコマンドの対応表 
クライアントのコマンド ＦＴＰコマンド（ＲＦＣ９５９による） 
ａｓｃｉｉ ＴＹＰＥ Ａ 
ｂｉｎ ＴＹＰＥ Ｉ 
ｂｙｅ ＱＵＩＴ 
ｃｄ ＣＷＤ 
ｄｅｌ ＤＥＬＥ 
ｇｅｔ ＰＯＲＴとＲＥＴＲ 
ｌｓ ＰＯＲＴとＮＬＳＴ 
ｐａｓｓ ＰＡＳＳ 
ｐｕｔ ＰＯＲＴとＳＴＯＲ 
ｕｓｅｒ ＵＳＥＲ 
ｐｗｄ ＰＷＤ 
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Ｂ 変換テーブル 

 

  Ｂ－１ ＡＳＣＩＩ  ｔｏ  ＥＢＣＤＩＣ 

 
  表の見方は次の通りです。 
行の左端はＡＳＣＩＩ文字を１６進数にした時の上の桁を、列の上段は下の桁をあらわします。

例えば、ＡＳＣＩＩ文字の‘１’は１６進数にするとＸ‘３１’です。この場合、行の‘３－’

と列の‘－１’の交点がＥＢＣＤＩＣ文字に変換された１６進数のＸ‘Ｆ１’すなわちＥＢＣＤ

ＩＣ文字の‘１’になります。 
 
表Ｂ－１．文字コード変換表（ＡＳＣＩＩ⇒ＥＢＣＤＩＣ） 
 -0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -A -B -C -D -E -F 
0- 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F 
1- 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F 
2- 40 5A 7F 7B 5B 6C 50 7D 4D 5D 5C 4E 6B 60 4B 61 
3- F0 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 7A 5E 4C 7E 6E 6F 
4- 7C C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 D1 D2 D3 D4 D5 D6 
5- D7 D8 D9 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 E9 AD E0 BD 5F 6D 
6- 79 81 82 83 84 85 86 87 88 89 91 92 93 94 95 96 
7- 97 98 99 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 C0 4F D0 A1 2F 
8- 20 21 22 23 24 3D 2E 26 28 29 2A 2B 2C 2D 25 27 
9- 30 31 3F 33 34 35 36 32 28 39 3A 3B 37 3C 3E E1 
A- 41 42 43 44 45 46 47 48 49 51 52 53 54 55 56 57 
B- 58 59 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 
C- 76 77 78 80 8A 8B 8C 8D 8E 8F 90 9A 9B 9C 9D 9E 
D- 9F A0 AA AB AC 4A AE AF B0 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 
E- B8 B9 BA BB BC 6A BE BF CA CB CC CD CE CF DA DB
F- DC DD DE DF EA EB EC ED EE EF FA FB FC FD FE FF 
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  Ｂ－２ ＥＢＣＤＩＣ  ｔｏ  ＡＳＣＩＩ 

 
  表の見方は次の通りです。 
行の左端はＥＢＣＤＩＣ文字を１６進数にした時の上の桁を、列の上段は下の桁をあらわします。

例えば、ＥＢＣＤＩＣ文字の‘１’は１６進数にするとＸ‘Ｆ１’です。この場合、行の‘Ｆ－’

と列の‘－１’の交点がＡＳＣＩＩ文字に変換された１６進数のＸ‘３１’すなわちＡＳＣＩＩ

文字の‘１’になります。 
 
表Ｂ－２．文字コード変換表（ＥＢＣＤＩＣ⇒ＡＳＣＩＩ） 
 -0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -A -B -C -D -E -F 
0- 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C D 0E 0F 
1- 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F 
2- 80 81 82 83 84 8E 87 8F 88 89 8A 8B 8C 8D 86 7F 
3- 90 91 97 93 94 95 96 9C 98 99 9A 9B 9D 85 9E 92 
4- 20 A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 D5 2E 3C 28 2B 7C 
5- 26 A9 AA AB AC AD AE AF B0 B1 21 24 2A 29 3B 5E 
6- 2D 2F B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 E5 2C 25 5F 3E 3F 
7- BA BB BC BD BE BF C0 C1 C2 60 3A 23 40 27 3D 22 
8- C3 61 62 63 64 65 66 67 68 69 C4 C5 C6 C7 C8 C9 
9- CA 6A 6B 6C 6D 6E 6F 70 71 72 CB CC CD CE CF D0 
A- D1 7E 73 74 75 76 77 78 79 7A D2 D3 D4 5B D6 D7 
B- D8 D9 DA DB DC DD DE DF E0 E1 E2 E3 E4 5D E6 E7 
C- 7B 41 42 43 44 45 46 47 48 49 E8 E9 EA EB EC ED
D- 7D 4A 4B 4C 4D 4E 4F 50 51 52 EE EF F0 F1 F2 F3 
E- 5C 9F 53 54 55 56 57 58 59 5A F4 F5 F6 F7 F8 F9 
F- 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 FA FB FC FD FE FF 
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Ｃ オーディット・レコード・フォーマット 

 
ｓｉｔｅ ｇｅｔａｕｄｉｔコマンドによって取り出されるオーディット・レコードのフォーマ

ットです。レコードは４２項目で長さが３２６バイトです。 
 

表Ｃ－１．オーディット・レコードのフォーマット 
項目＃  位置    桁数   説明 
１ １ １６ 顧客コード／ユーザーＩＤ 
２ １７ １ オーディット・レコード・タイプ 
３ １８ ２０ パートナーＩＤ 
４ ３８ １８ （システム使用） 
５ ５６ １ ステータス・フラグ 
６ ５７ １５ ステータス記述 
７ ７２ ３ 削除理由コード 
８ ７５ １５ 削除理由記述 
９ ９０ ２０ （システム使用） 
１０ １１０ １ （システム使用） 
１１ １１１ １ （システム使用） 
１２ １１２ ８ メッセージ識別コード 
１３ １２０ ８ ユーザー・メッセージ名 
１４ １２８ ５ メッセージ順序番号 
１５ １３３ ８ （システム使用） 
１６ １４１ ４ （システム使用） 
１７ １４５ ８ メッセージ数 
１８ １５３ ８ テキスト・サイズ 
１９ １６１ ８ 受信者メッセージ保管ＩＤ 
２０ １６９ ６ 送信日（ＹＹＭＭＤＤ） 
２１ １７５ ６ 送信時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
２２ １８１ ６ 受信／削除日（ＹＹＭＭＤＤ） 
２３ １８７ ６ 受信／削除送信時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
２４ １９３ ６ メッセージ出力順序番号 
２５ １９９ １ （システム使用） 
２６ ２００ １７ （システム使用） 
２７ ２１７ ４ （システム使用） 
２８ ２２１ １７ （システム使用） 
２９ ２３８ ４ （システム使用） 
３０ ２４２ １３ （システム使用） 
３１ ２５５ ６ 送信終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 
３２ ２６１ ６ 送信終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
３３ ２６７ ６ 送信コミット終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 
３４ ２７３ ６ 送信コミット終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
３５ ２７９ ６ 転送終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 
３６ ２８５ ６ 転送終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
３７ ２９１ ６ 受信開始日（ＹＹＭＭＤＤ） 
３８ ２９７ ６ 受信開始時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
３９ ３０３ ６ 受信終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 
４０ ３０９ ６ 受信終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 
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４１ ３１５ ６ 受信コミット終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 
４２ ３２１ ６ 受信コミット終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

      
項目＃１ ：顧客コード／ユーザーＩＤ 

メッセージを受信あるいは送信したユーザーの顧客コードとユーザーＩＤが入り

ます。 
項目＃２ ：オーディット・レコード・タイプ 

オーディット・レコードのタイプが入ります。 
“０”：項目＃１が項目＃３にメッセージを送信。 
“１”：項目＃１が自分自身にメッセージを送信。 
“２”：項目＃３が項目＃１にメッセージを送信。 

項目＃３ ：パートナーＩＤ 
最初の４桁にブランクが入ります。最後の１６桁はパートナーの顧客コードとユ

ーザーＩＤが入ります。 
項目＃４ ：システムが使用しています。 
項目＃５ ：ステータス・フラグ 

メッセージのステータスが入ります。 
“０”：送信者からは送られたが、まだ受信者のメール・ボックスに蓄積されて

いない。 
“１”：メッセージは受信された。 
“２”：メッセージは削除された。 
“３”：メッセージはメール・ボックスに蓄積されており、未受信。 

項目＃６ ：ステータス記述 
メッセージのステータスに関する簡単な記述が入ります。 

項目＃７ ：削除理由コード 
メッセージが削除された理由が入ります。 
“０００”：メッセージは削除されていない。 
“００１”：メッセージは受信されずに蓄積期間が過ぎた。 
“００２”：メッセージは送信者によって取り消された。 
“００３”：メッセージは受信者によって、サービス管理責任者機能を使って取

り消された。 
“００４”：メッセージは受信者あるいは送信者以外のサービス管理責任者によ

って取り消された。 
“００５”：メッセージの障害、あるいはユーザーの要求によりＩＥ／ＥＸのヘ

ルプ・デスクによって取り消された。 
“０１０”：メッセージは配信不可能であった。 
“０１１”：メッセージは即時配信不能。 

項目＃８ ：削除理由記述 
メッセージが削除された理由に関する簡単な記述が入ります。 

項目＃９ ：システムが使用しています。 
項目＃１０：システムが使用しています。 
項目＃１１：システムが使用しています。 
項目＃１２：メッセージ識別コード 

メッセージのメッセージ識別コードが入ります。 
項目＃１３：ユーザー・メッセージ名 

メッセージのユーザー・メッセージ名が入ります。 
項目＃１４：メッセージ順序番号 

送信者が指定したメッセージ順序番号が入ります。 
項目＃１５：システムが使用しています。 
項目＃１６：システムが使用しています。 
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項目＃１７：メッセージ数 
メッセージ数が入ります。 

項目＃１８：テキスト・サイズ 
メッセージ・テキストのサイズが入ります。 

項目＃１９：受信者メッセージ保管ＩＤ 
受信時のメッセージ保管ＩＤ又はセッション参照キーが入ります。未受信の場合

はブランクが入ります。 
項目＃２０：送信日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージが送信された日付が入ります。 
項目＃２１：送信時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージが送信された時間が入ります。 
項目＃２２：受信／削除日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージが受信、あるいは削除された日付が入ります。未受信の場合は全て０

（ゼロ）が入ります。 
項目＃２３：受信／削除送信時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージが受信、あるいは削除された時間が入ります。未受信の場合は全て０

（ゼロ）が入ります。 
項目＃２４：メッセージ出力順序番号 

メッセージの受信日に割り振られるメッセージ出力順序番号が入ります。 
項目＃２５：システムが使用しています。 
項目＃２６：システムが使用しています。 
項目＃２７：システムが使用しています。 
項目＃２８：システムが使用しています。 
項目＃２９：システムが使用しています。 
項目＃３０：システムが使用しています。 
項目＃３１：送信終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージ送信処理が終了した日付が入ります。 
項目＃３２：送信終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージ送信処理が終了した時間が入ります。 
項目＃３３：送信コミット終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 

ＩＥ／ＥＸが送信メッセージをコミットした日付が入ります。 
項目＃３４：送信コミット終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

ＩＥ／ＥＸが送信メッセージをコミットした時間が入ります。 
項目＃３５：転送終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージが受信可能になった日付が入ります。 
項目＃３６：転送終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージが受信可能になった時間が入ります。 
項目＃３７：受信開始日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージ受信処理が開始した日付が入ります。 
項目＃３８：受信開始時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージ受信処理が開始した時間が入ります。 
項目＃３９：受信終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 

メッセージ受信処理が終了した日付が入ります。 
項目＃４０：受信終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

メッセージ受信処理が終了した時間が入ります。 
項目＃４１：受信コミット終了日（ＹＹＭＭＤＤ） 

ＩＥ／ＥＸが受信メッセージをコミットした日付が入ります。 
項目＃４２：受信コミット終了時間（ＨＨＭＭＳＳ） 

ＩＥ／ＥＸが受信メッセージをコミットした時間が入ります。 
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Ｄ 対話形式によるセッション例 

      

以下は、対話形式によるＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのセッション例です。ＦＴＰクライアントの実

装の仕方によりサポートされるコマンド形式が異なりますのでご注意ください。 

 

例は以下の二つです。 

・１ファイルの送信 

・１ファイルの受信 

 

    例：１ファイルの送信 
 

リストＤ－１．１ファイルの送信例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 
 １ 

 

 

 

 ２ 

 

 

 ３ 

 

 

 ４ 

 

 

 ５ 

 

 

 ６ 

 

 

 ７ 

 

 

 ８ 

 

 

 ９ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１１ 

 

ftp> open x.x.x.x 

Connected to x.x.x.x. 

220 x.x.x.x IE-FTP server (v4r1m0.d) ready on system JPN. 

 

User (x.x.x.x:(none)): IABC.IABC001 

331 Enter Password. 

 

Password: 

230 Ready. 

 

ftp> quote site confirm 1 

200 NOOP confirmation is set ON. 

 

ftp> quote site probe 1 

200 PROBE set ON for future commands. 

 

ftp> quote site msgrcpts b 

200 MSGRCPTS set to 'B' for future send commands. 

 

ftp> binary 

200 Type now set to I. 

 

ftp> lcd c:\ftp\send 

Local directory now C:\ftp\send 

 

ftp> cd IABC.IABC002/TEXT 

250 Currently to user IABC.IABC002 with class TEXT. 

 

ftp> put TEXT.TXT 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred to (    ).IABC.IABC002 with class TEXT. O.K. 

36795 bytes sent in 0.28 seconds (131.41 Kbytes/sec) 

 

ftp> quote noop 

200 File now committed in Information Exchange. 
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１２ 

 

ftp> bye 

221 Goodbye.  Thank you for using EDI Services. 

     

１．ｏｐｅｎコマンドを出して、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに対してセッションを開始します。 

 

２．ＩＥ／ＥＸに対してログインします。 

ＩＥ／ＥＸの顧客コード、ユーザーＩＤを入力します。 

形式は、顧客コード．ユーザーＩＤです。 

 

３．パスワードを入力します。 

この例では、非表示のため表示されていません。 

 

４．ｑｕｏｔｅ ｓｉｔｅ ｃｏｎｆｉｒｍ １コマンドを出すことにより、ファイル単位でメ

ッセージをコミットします。（又、このＦＴＰクライアントは、ｓｉｔｅコマンドの複数パ

ラメーターをサポートしていないのでｑｕｏｔｅコマンドを使用しています。） 

 

５．ｑｕｏｔｅ ｓｉｔｅ ｐｒｏｂｅ １コマンドを出すことにより、検証機能を有効にしま

す。この例では、ｐｕｔコマンドを出した時に宛先の存在や料金負担区分の検証が行われま

す。（又、このＦＴＰクライアントは、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートし

ていないのでｑｕｏｔｅコマンドを使用しています。） 

 

６．ｑｕｏｔｅ ｓｉｔｅ ｍｓｇｒｃｐｔｓ ｂコマンドを出すことにより、ＥＸ形式状況確

認メッセージ（＠ｓｔａｔｕｓ）を作成するようにします。（又、このＦＴＰクライアント

は、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートしていないのでｑｕｏｔｅコマンドを

使用しています。） 
 
７．ｂｉｎａｒｙコマンドは、データ・タイプをＢＩＮＡＲＹに変更します。 

 

８．このｌｃｄコマンドにより、クライアントのローカルのディレクトリーを“c:\ftp\send”に

変更しています。送信したいローカル・ファイルがあるディレクトリーです。 

 

９．メッセージを送信したい宛先を指定する為にｃｄコマンドでＩＥ／ＥＸの顧客コード、ユー

ザーＩＤとメッセージ識別コードを入力します。 

この例では、宛先は“ＩＡＢＣ．ＩＡＢＣ００２”で、メッセージ識別コードは“ＴＥＸＴ”

です。 

 

１０．このｐｕｔコマンドは、ローカル・ファイルの“ＴＥＸＴ．ＴＸＴ”をＩＥ／ＥＸの“ＩＡ

ＢＣ．ＩＡＢＣ００２”宛にメッセージ識別コードを“ＴＥＸＴ”で送信します。 

 

１１．ｑｕｏｔｅ ｎｏｏｐコマンドを用いて送信したメッセージをコミットするように要求しま

す。（又、このＦＴＰクライアントは、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートし

ていないのでｑｕｏｔｅコマンドを使用しています。） 

 

１２．セッションを終了させるためにｂｙｅコマンドを入力します。 

これは、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのＦＴＰセッションとＩＥ／ＥＸのセッションの両方を終

了させます。 
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    例：１ファイルの受信 
 

リストＤ－２．１ファイルの受信例 

項番 ＦＴＰセッションの入力と応答 

 １ 

 

 

 

 ２ 

 

 

 ３ 

 

 

 ４ 

 

 

 ５ 

 

 

 ６ 

 

 

 ７ 

 

 

 ８ 

 

 

 ９ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

ftp> open x.x.x.x 

Connected to x.x.x.x. 

220 x.x.x.x IE-FTP server (v4r1m0.d) ready on system JPN. 

 

User (x.x.x.x:(none)): IABC.IABC002 

331 Enter Password. 

 

Password: 

230 Ready. 

 

ftp> quote site confirm 1 

200 NOOP confirmation is set ON. 

 

ftp> quote site msgrcpts b 

200 MSGRCPTS set to 'B' for future send commands. 

 

ftp> binary 

200 Type now set to I. 

 

ftp> lcd c:\ftp\recv 

Local directory now C:\ftp\recv 

 

ftp> cd IABC.IABC001/TEXT 

250 Currently to user IABC.IABC001 with class TEXT. 

 

ftp> ls -l 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

   Filename (MSGKEY)           Sender          Class      Size     Date   Time 

FFB50F352040EF18D1C1._IE     IABC    IABC001  TEXT     0000000178 010110 111847 

226 List for user (    ). IABC.IABC001 with class TEXT transferred O.K. 

162 bytes received in 1.04 seconds (0.16 Kbytes/sec) 

 

ftp> get TEXT.TXT 

200 Port command OK. 

150 Data connection ready to open 

226 File transferred from (    ).IABC.IABC001 with class TEXT. O.K. 

36795 bytes received in 16.31 seconds (2.26 Kbytes/sec) 

 

ftp> quote noop 

200 File now committed in Information Exchange. 

 

ftp> bye 

221 Goodbye.  Thank you for using EDI Services. 

 



                                                                                           ７４

１．ｏｐｅｎコマンドを出して、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰに対してセッションを開始します。 

 

２．ＩＥ／ＥＸに対してログインします。 

ＩＥ／ＥＸの顧客コード、ユーザーＩＤを入力します。 

形式は、顧客コード．ユーザーＩＤです。 
 
３．パスワードを入力します。 

この例では、非表示のため表示されていません。 

 

４．ｑｕｏｔｅ ｓｉｔｅ ｃｏｎｆｉｒｍ １コマンドを出すことにより、ファイル単位でメ

ッセージをコミットします。（又、このＦＴＰクライアントは、ｓｉｔｅコマンドの複数パ

ラメーターをサポートしていないのでｑｕｏｔｅコマンドを使用しています。） 

 

５．ｑｕｏｔｅ ｓｉｔｅ ｍｓｇｒｃｐｔｓ ｂコマンドを出すことにより、ＥＸ形式状況確

認メッセージ（＠ｓｔａｔｕｓ）を作成するようにします。（又、このＦＴＰクライアント

は、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートしていないのでｑｕｏｔｅコマンドを

使用しています。） 

 

６．ｂｉｎａｒｙコマンドは、データ・タイプをＢＩＮＡＲＹに変更します。 

 

７．このｌｃｄコマンドにより、クライアントのローカルのディレクトリーを“c:\ftp\recv”に

変更しています。受信したいメッセージを置くディレクトリーです。 

 

８．このｃｄコマンドは、お客様のメール・ボックスに蓄積された差出者が“ＩＡＢＣ．ＩＡＢ

Ｃ００１”で、メッセージ識別コードが“ＴＥＸＴ”のメッセージだけを表示させるために

出されたものです。 

 

９．このｌｓコマンドで、お客様のメール・ボックスにある項番８で指定したものと合致するメ

ッセージを表示します。 

 

１０．ｇｅｔ ＴＥＸＴ．ＴＸＴコマンドは、お客様のメール・ボックスにあるメッセージ識別コ

ードが“ＴＥＸＴ”のメッセージのうち、一番初めのものをお客様のローカルのクライアン

トに“ＴＥＸＴ．ＴＸＴ”というファイルで転送します 

 

１１．ｑｕｏｔｅ ｎｏｏｐコマンドを用いて受信したメッセージをコミットするように要求しま

す。（又、このＦＴＰクライアントは、ｓｉｔｅコマンドの複数パラメーターをサポートし

ていないのでｑｕｏｔｅコマンドを使用しています。） 

 

１２．セッションを終了させるためにｂｙｅコマンドを入力します。 

これは、ＴＣＰ／ＩＰ－ＦＴＰとのＦＴＰセッションとＩＥ／ＥＸのセッションの両方を終

了させます。  
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